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本
格
化
す
る
人
口
減
少
・
少
子
超
高
齢
社

会
の
進
行
や
長
引
く
物
価
高
騰
、
自
然
災
害

の
増
加
・
激
甚
化
な
ど
、
社
会
経
済
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
絶
え
ず
変
化
し
続
け
て
お
り

ま
す
。

本
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な

将
来
の
予
測
が
困
難
な
時
代
に
あ
り
ま
し
て

も
、
今
を
生
き
る
市
民
の
皆
様
と
、
未
来
を

生
き
る
若
い
世
代
が
明
る
い
未
来
を
描
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
誰
も
が
豊
か
で
便
利
に
、
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
、
夢
や
希
望
が
か
な
う
ま

ち
「
ス
ー
パ
ー
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」
を
早
期

に
実
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、「
未
来
へ
の
投
資

を
積
極
的
に
行
い
、
本
市
の
活
力
の
源
と
な

る「
人
」の
持
続
的
な
育
成
と
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
を
土
台
と
し
た

「
地
域
共
生
社
会
」「
地
域
経
済
循
環
社
会
」

「
脱
炭
素
社
会
」
の
３
つ
の
社
会
の
構
築
に

向
け
、
市
民
・
事
業
者
・
地
域
団
体
・
行
政

な
ど
が
一
体
と
な
り
、
柔
軟
な
発
想
を
市
政

に
反
映
す
る
「
共
創
」
に
よ
り
、
オ
ー
ル
宇

都
宮
で
「
ス
ー
パ
ー
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」
の

具
現
化
・
深
化
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
国
民
健
康
保
険
制
度
に

目
を
向
け
ま
す
と
、
被
保
険
者
の

高
齢
化
の
進
行
や
医
療
技
術
の
高

度
化
な
ど
に
よ
る
１
人
当
た
り
医

療
費
の
増
加
、
他
の
医
療
保
険
と
比

べ
低
所
得
者
が
多
く
加
入
し
て
い
る
と

い
っ
た
構
造
的
な
問
題
等
を
抱
え
て
お
り
、

多
く
の
自
治
体
で
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
国
に
お
い
て
は
、「
保

険
料
水
準
統
一
加
速
化
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、

全
国
の
都
道
府
県
に
お
け
る
保
険
料
水
準
の

完
全
統
一
を
目
指
し
て
お
り
、
栃
木
県
に
お

い
て
は
、「
栃
木
県
国
民
健
康
保
険
運
営
方

針
（
第
３
期
）」
を
策
定
し
、
本
県
に
お
け

る
保
険
税
水
準
の
統
一
に
向
け
、
考
え
方
や

進
め
方
を
整
理
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
本
年
３
月
に
改

定
い
た
し
ま
し
た
「
第
３
次
宇
都
宮
市
国
民

健
康
保
険
経
営
改
革
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、

保
険
税
収
納
率
の
向
上
や
医
療
費
の
適
正
化

を
は
じ
め
と
す
る
財
政
健
全
化
に
向
け
た
各

種
施
策
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
国
民

健
康
保
険
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
今
後
も
よ

り
厳
し
さ
が
増
し
て
い
く
こ
と
が
予
測
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
共
同
保
険
者
で
あ
る
栃

木
県
と
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
、
将
来
に

わ
た
り
安
定
的
で
持
続
的
な
国
民
健
康
保

険
制
度
を
維
持
し
、
全
て
の
世
代
の
皆
様

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
よ
り
一
層

の
経
営
努
力
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

巻 頭 言

宇都宮市長

佐藤　栄一

「
今
を
生
き
る
市
民
と
未
来
の
子
ど
も
た
ち
が

　
　
　

明
る
い
未
来
を
描
け
る
ま
ち　

う
つ
の
み
や
」

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」1



令
和
７
年
７
月
25
日
（
金
）
本
会
９
階

大
会
議
室
に
お
い
て
通
常
総
会
が
開
催
さ

れ
、
令
和
６
年
度
事
業
報
告
及
び
一
般
・

特
別
両
会
計
歳
入
歳
出
決
算
等
11
議
案
す

べ
て
、原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

検
証
作
業
を
強
化
し
た
事
務
処
理
に
よ
り

信
頼
回
復
に
務
め
る

開
会
に
あ
た
り
、
星
野
副
理
事
長
（
上

三
川
町
長
）
は
、
去
る
４
月
３
日
付
け
に

新
聞
報
道
の
あ
っ
た
「
令
和
５
年
度
申
請

分
に
係
る
結
核
・
精
神
デ
ー
タ
の
誤
り
」

に
つ
い
て
触
れ
、「
今
後
の
デ
ー
タ
提
供

時
に
お
け
る
検
証
作
業
を
強
化
の
う
え
、

適
正
な
事
務
処
理
を
行
い
、
信
頼
回
復
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
」
と
述
べ

ま
し
た
。

本
会
を
取
り
巻
く
情
勢　

―
「
審
査
支
払
機
能
に
関
す
る
改
革

�

工
程
表
」
の
対
応
は
第
二
段
階
へ
―

続
け
て
本
会
を
取
り
巻
く
情
勢
に
つ
い

て
、
２
点
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

１
点
目
が
、
骨
太
の
方
針
２
０
２
５
に

つ
い
て
で
す
。「
国
保
の
都
道
府
県
単
位

で
の
保
険
料
水
準
の
統
一
に
加
え
、
保
険

者
機
能
や
都
道
府
県
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強

化
を
進
め
る
た
め
の
財
政
支
援
の
在
り
方
、

特
に
、
広
域
連
合
に
よ
る
事
務
処
理
が
行

わ
れ
て
い
る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
在

り
方
、
生
活
保
護
受
給
者
の
医
療
扶
助
の

在
り
方
の
検
討
を
行
う
と
明
記
さ
れ
て
い

る
」
と
述
べ
、「
こ
れ
ら
は
本
会
業
務
に

も
影
響
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
状

況
を
注
視
し
て
参
り
た
い
」
と
強
調
し
ま

し
た
。

２
点
目
が
、「
審
査
支
払
機
能
に
関
す
る

改
革
工
程
表
関
係
」
に
つ
い
て
で
す
。
第

一
段
階
の
対
応
と
し
て
、
ク
ラ
ウ
ド
へ
の

移
行
や
支
払
基
金
シ
ス
テ
ム
と
受
付
領
域

の
共
同
利
用
を
令
和
６
年
４
月
か
ら
開
始

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
第
二
段
階
の
対
応

と
し
て
、
審
査
領
域
の
共
同
開
発
等
に
お

い
て
も
、
シ
ス
テ
ム
の
一
層
の
最
適
化
と

審
査
業
務
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
取
り

組
み
、
保
守
・
運
用
費
の
縮
減
を
図
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
開
発
費
用
や
保

守
・
運
用
費
を
賄
う
財
源
不
足
へ
の
対
応

と
し
て
、
本
日
の
通
常
総
会
に
お
い
て
決

議
を
行
っ
た
う
え
で
、
国
庫
補
助
の
要
請

活
動
を
行
っ
て
参
り
た
い
」
と
述
べ
、
総

会
出
席
者
へ
理
解
と
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

本
総
会
で
は
、
議
長
に
森
島
市
長
（
矢

板
市
）
が
選
出
さ
れ
、
報
告
事
項
２
件
、

議
決
事
項
11
議
案
を
慎
重
に
審
議
し
、
全

議
決
事
項
が
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

新
理
事
長
に
浅
野
正
富
氏
（
小
山
市
長
）

を
選
任

本
総
会
で
は
、
本
会
役
員
の
改
選
が
行

わ
れ
、
理
事
12
名
並
び
に
監
事
２
名
を
選

任
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
総
会
終
了
後
に
は
理
事
会
が

開
催
さ
れ
、
理
事
長
、
副
理
事
長
及
び
常

務
理
事
の
互
選
が
行
わ
れ
、
理
事
長
に
浅

野
正
富
氏
（
小
山
市
長
）、
副
理
事
長
に

金
子
裕
氏
（
佐
野
市
長
）・
渡
辺
美
知
太

郎
氏
（
那
須
塩
原
市
長
）、
常
務
理
事
に

大
橋
哲
也
氏
（
学
識
経
験
者
）
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
他
の
役
員
に
つ
い
て
は
、「
栃
木

県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
役
員
名

簿
」
の
と
お
り
で
す
。

事業報告・歳入歳出決算など全議案を可決承認

令和７年度栃木県国民健康保険団体連合会通常総会

△ 開会挨拶をする星野副理事長

△ 議長に選出された森島市長（矢板市）

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」 2



	

栃木県国民健康保険団体連合会役員名簿 任期 令和7年8月7日
令和9年8月6日

役職名 氏名 現職名 推薦支部名等 備考

理 事 長 浅 野 正 富 小 山 市 長 下 都 賀 支 部

副 理 事 長
金  子    裕 佐 野 市 長 足 利 ・ 佐 野 支 部 職 務 代 理 者

渡 辺美知太郎 那 須 塩 原 市 長 那 須 支 部

常 務 理 事 大 橋 哲 也 学 識 経 験 者 理 事 会

理 事

岩  佐  景 一 郎 栃 木 県 保 健 福 祉 部 長 栃 木 県

佐 藤 栄 一 宇 都 宮 市 長 宇 都 宮 支 部

大 野 克 夫 全国歯科医師国保組合栃木県支部長 宇 都 宮 支 部

小 沼 一 郎 栃 木 県 医 師 国 保 組 合 理 事 長 宇 都 宮 支 部

瀬 髙 哲 雄 日 光 市 長 上 都 賀 支 部

森 島 武 芳 矢 板 市 長 塩 谷 支 部

入 野 正 明 市 貝 町 長 芳 賀 郡 市 支 部

福 島 泰 夫 那 珂 川 町 長 南 那 須 支 部

監 事
中 村 和 彦 真 岡 市 長 芳 賀 郡 市 支 部

小 菅 一 弥 壬 生 町 長 下 都 賀 支 部
（令和7年8月7日現在）

 Ⅰ．報告事項  
報告第１号　理事長専決事項報告について

１	令和７年度栃木県国民健康保険団体連合会一般会計歳入歳出予算について
２	令和６年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計（公費負担医療に関する診療報酬支払勘定）

歳入歳出予算補正について
３	令和６年度栃木県国民健康保険団体連合会第三者行為損害賠償求償事務共同処理事業特別会計歳入歳出予算補正

について
４	令和６年度栃木県国民健康保険団体連合会介護保険事業関係業務特別会計（介護給付費支払勘定）歳入歳出予算補

正について
５	令和６年度栃木県国民健康保険団体連合会障害者総合支援法関係業務等特別会計（障害介護給付費支払勘定）歳

入歳出予算補正について
６	令和７年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計（業務勘定）歳入歳出予算補正について
７	令和７年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計（公費負担医療に関する診療報酬支払勘定）

歳入歳出予算補正について
８	令和７年度栃木県国民健康保険団体連合会一般会計歳入歳出予算補正について

報告第２号　規則の一部改正について
１	栃木県国民健康保険団体連合会職員退職手当規則の一部改正について
２	栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払規則の一部改正について
３	栃木県国民健康保険団体連合会保険者事務共同電算処理事業規則の一部改正について

	
 Ⅱ．議決事項 	

議案第１号	 令和６年度栃木県国民健康保険団体連合会事業報告の認定について
議案第２号	 令和６年度栃木県国民健康保険団体連合会一般会計歳入歳出決算の認定について
議案第３号	 令和６年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計歳入歳出決算の認定について
議案第４号	 令和６年度栃木県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療事業関係業務特別会計歳入歳出決算の認定について
議案第５号	 令和６年度栃木県国民健康保険団体連合会第三者行為損害賠償求償事務共同処理事業特別会計歳入歳出決算の認

定について
議案第６号	 令和６年度栃木県国民健康保険団体連合会介護保険事業関係業務特別会計歳入歳出決算の認定について
議案第７号	 令和６年度栃木県国民健康保険団体連合会障害者総合支援法関係業務等特別会計歳入歳出決算の認定について
議案第８号	 令和６年度栃木県国民健康保険団体連合会特定健診保健指導費用決済業務特別会計歳入歳出決算の認定について
議案第９号	 令和６年度栃木県国民健康保険団体連合会職員厚生資金貸付金特別会計歳入歳出決算の認定について
議案第10号	栃木県国民健康保険団体連合会役員の改選について
議案第11号	国保総合システムに係る令和８年度国庫補助要求の決議について

	
 Ⅲ．その他  

令和７年度栃木県国民健康保険団体連合会通常総会　附議事項
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令和６年度栃木県国民健康保険団体連合会事業報告書
令和６年度の事業については、令和６年２月14日開催の通常総会で議決された事業計画に基づき、県及び関係機関と連携を図

り、保険者に満足してもらえる成果を生み出すために、次の各種事業を行いましたので、その概況を報告します。
第１　国民健康保険事業の安定的運営
第２　成果を上げる国民健康保険・後期高齢者医療診療報酬審査支払事業等の展開
第３　共同事業の効率的推進  
第４　実効性のある保健事業の支援強化と特定健診等データ管理業務の適正執行
第５　介護保険・障害者総合支援事業関係業務の適正執行
第６　新規事業への対応
第７　成果を生み出す組織体制・事務運営等の整備

第１	 国民健康保険事業の安定的運営
国民健康保険事業の安定的運営に向けて保険者と連携を密にし、事務の効率化、調査研究、価値ある情報の提供に努め

た。また、高いコスト意識を持って経費削減に努めるとともに、審査支払機能に関する改革工程表への対応に向けて計画
的に財源確保を行うなど、健全な財政運営を推進した。

また、医療保険制度を将来にわたって持続可能で安定的な制度にするため、引き続き国保関係者が一丸となり、国保制
度の改善と財政強化に向けた運動を展開した。

さらに、広報事業については、本会YouTubeチャンネルを活用した動画放映など、ICTを活用した事業の充実を図るほ
か、被保険者証の廃止に伴う外国人向けリーフレットの見直し及び翻訳言語数の追加を行い、保険者支援の充実を図った。

第２	 成果を上げる国民健康保険・後期高齢者医療診療報酬審査支払事業等の展開
審査事務共助の充実強化並びに審査委員に対して審査基準全国統一項目の周知を強化し、診療報酬等審査支払の適正な

執行に努めた。　
また、可視化レポーティングの公表開始に伴い、審査結果に差異が生じないよう審査委員と職員の連携を密に図った。
さらに、オンライン資格確認によるレセプトの振替・分割、普通交付金収納事務、出産育児一時金等支払業務及び風し

ん追加的対策事業に係る請求支払業務のほか、後期高齢者医療事務代行業務についても適正な事務処理に努めた。
第３	 共同事業の効率的推進  

国保総合システム、国保情報集約システム及び国保データベース（KDB）システムの適正運用を行うほか、各種シス
テムの機能改善による保険者事務の効率化、保険者ニーズを踏まえた価値あるデータ提供等、保険者支援の更なる充実を
図るとともに、健康保険証の廃止をはじめとする各種印刷物等の見直しに向けた検討を進めた。

また、第三者行為損害賠償求償事務については、保険者と情報を共有しながら、求償案件の滞留防止に努めた。
さらに、海外療養費不正請求対策支援業務の適正執行と国保税賦課シミュレーション支援事業の充実に努め、事業の推

進を図った。
第４	 実効性のある保健事業の支援強化と特定健診等データ管理業務の適正執行

国保データベース（KDB）システムの活用による保健事業の推進、重複服薬者等訪問指導等支援事業による適正受診の
促進及び医療費適正化の推進、栃木県保険者協議会を通じた地域・職域保険の連携強化など、市町保健事業の支援を行った。

また、医療保険情報を活用したデータ分析、生活習慣病（予備群）減少のためのデータ提供活用支援を図るとともに、
高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施、特定健診受診率向上支援の充実強化等により医療費適正化の推進に努めた。

さらに、特定健診等のデータ管理業務の適正執行を行い、保険者事務の効率化に努めた。
第５	 介護保険・障害者総合支援事業関係業務の適正執行

介護給付費、障害者総合支援給付費等の審査支払業務を適正に執行した。また、保険者ニーズに沿った介護保険者事務
共同処理事業を展開するとともに、介護給付適正化事業の一層の充実に努めた。併せて、障害福祉における共同処理事業
としての地域生活支援事業についても、委託市町と連携を図り適正な執行に努めた。

さらに、関係機関との連携を強化し、介護サービスの質の維持・向上を図った。
第６	 新規事業への対応

クラウド環境へ移行した全国標準システムである国保総合システム、国保情報集約システム及び国保データベース
（KDB）システム並びに関連する本会独自システムの安定稼働に努め、審査支払機能に関する改革工程表及び政府方針に
適切に対応したほか、柔整適正化システムの機器更改を実施した。

また、令和６年７月から訪問看護ステーションのレセプト（医療保険分）がオンライン請求開始となったため、電子
レセプトについても適正な事務処理に努めるとともに、紙レセプト減少によるOCRシステムの他県との共同利用により、
より効率的な処理体制に移行したほか、次期介護保険・障害者総合支援システムの機器更改にも万全を期し対応した。

さらに、保健事業においては、ヘルスアップ事業等の充実強化を図るため、県から受託した特定健診未受診者受診勧奨
を行う等、保険者のニーズに沿った支援を実施した。また、更なる支援事業として、国保料（税）収納率向上に資するた
め、各種支援事業の拡充や口座振替の促進のための広報事業の充実を図った。

併せて、第三者行為損害賠償求償事務については、交通事故及び動物咬傷以外の損害賠償保険未加入の傷害事故（誓約
書あり）を本事業へ移行し、加害者直接請求に関する支援の充実を図るとともに、県から受託した介護職員処遇改善支援
補助金並びに福祉・介護職員処遇改善臨時特例交付金交付額算出事務等の適切な事務処理に努めた。

第７	 成果を生み出す組織体制・事務運営等の整備
保険者に満足してもらえる成果を生み出す事業を効果的に進めるため、令和６年度本会事業計画の重点目標の取り組み

方針に沿って事務局体制の整備、職員の資質の向上、事務運営の改善に努めた。また、組織の運営と業務の信頼性・有効
性確保のため、情報セキュリティ強化に努めた。
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令和６年度栃木県国民健康保険団体連合会一般・特別両会計歳入歳出決算の状況（前年比）
（単位：円）

会 計 区 分
歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額

令和５年度 令和６年度 前年比 令和５年度 令和６年度 前年比 令和５年度 令和６年度 前年比

一 般 会 計
（531,215,799） （441,135,477） 83.0% （529,287,251） （439,457,265） 83.0% （1,928,548） （1,678,212） 87.0%

531,215,799 441,135,477 83.0% 529,287,251 439,457,265 83.0% 1,928,548 1,678,212 87.0%

支
払
特
別
会
計
診
療
報
酬
審
査

業務勘定
（1,774,425,554） （1,235,496,409） 69.6% （1,657,805,012） （1,127,836,160） 68.0%（116,620,542）（107,660,249） 92.3%

1,860,698,043 1,355,722,547 72.9% 1,744,062,692 1,248,047,489 71.6% 116,635,351 107,675,058 92.3%

支
払
勘
定

国民健康保険
診療報酬支払勘定 142,074,086,176 137,311,736,378 96.6% 142,044,442,318 137,281,730,154 96.6% 29,643,858 30,006,224 101.2%

公費負担医療に
関する診療報酬

支払勘定
4,176,807,725 4,029,195,802 96.5% 4,175,394,358 4,027,904,387 96.5% 1,413,367 1,291,415 91.4%

出産育児一時金等
に関する支払勘定 929,697,739 916,902,468 98.6% 929,697,739 916,902,468 98.6% 0 0 0.0%

抗体検査等費用に
関する支払勘定 1,254,494,217 55,847,360 4.5% 1,254,494,217 55,847,360 4.5% 0 0 0.0%

小　　　計 148,435,085,857 142,313,682,008 95.9% 148,404,028,632 142,282,384,369 95.9% 31,057,225 31,297,639 100.8%

関
係
業
務
特
別
会
計
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

業務勘定
（932,668,065） （794,379,059） 85.2% （894,580,550） （735,845,351） 82.3% （38,087,515） （58,533,708） 153.7%

932,668,065 794,379,059 85.2% 894,580,550 735,845,351 82.3% 38,087,515 58,533,708 153.7%

支
払
勘
定

後期高齢者医療診
療報酬支払勘定 229,092,196,281 237,904,888,515 103.8% 229,082,629,664 237,896,814,866 103.8% 9,566,617 8,073,649 84.4%

公費負担医療に
関する診療報酬

支払勘定
1,468,133,765 1,389,657,546 94.7% 1,467,122,296 1,388,743,652 94.7% 1,011,469 913,894 90.4%

小　　　計 230,560,330,046 239,294,546,061 103.8% 230,549,751,960 239,285,558,518 103.8% 10,578,086 8,987,543 85.0%

第三者行為損害賠償求償事務
共同処理事業特別会計

（16,815,734） （20,038,535） 119.2% （13,951,932） （14,466,914） 103.7% （2,863,802） （5,571,621） 194.6%
442,005,168 538,987,798 121.9% 439,141,366 533,416,177 121.5% 2,863,802 5,571,621 194.6%

関
係
業
務
特
別
会
計
介
護
保
険
事
業

業務勘定
（227,374,900） （263,571,561） 115.9% （217,050,351） （246,977,504） 113.8% （10,324,549） （16,594,057） 160.7%

594,976,920 610,147,245 102.5% 584,454,371 593,873,731 101.6% 10,522,549 16,273,514 154.7%

支
払
勘
定

介護給付費
支払勘定 147,130,366,406 151,693,634,327 103.1% 147,129,769,948 151,693,037,869 103.1% 596,458 596,458 100.0%

公費負担医療に
関する報酬支払勘定 1,315,701,206 1,377,371,526 104.7% 1,315,697,159 1,377,367,479 104.7% 4,047 4,047 100.0%

小　　　計 148,446,067,612 153,071,005,853 103.1% 148,445,467,107 153,070,405,348 103.1% 600,505 600,505 100.0%

関
係
業
務
等
特
別
会
計
障
害
者
総
合
支
援
法

業務勘定
（84,746,679） （72,722,451） 85.8% （83,332,672） （71,296,560） 85.6% （1,414,007） （1,425,891） 100.8%

89,197,049 77,294,621 86.7% 87,739,672 75,960,960 86.6% 1,457,377 1,333,661 91.5%

支
払
勘
定

障害介護給付費
支払勘定 47,533,517,791 52,560,807,694 110.6% 47,533,496,387 52,560,786,290 110.6% 21,404 21,404 100.0%

障害児給付費
支払勘定 12,136,727,513 13,667,348,549 112.6% 12,136,727,513 13,667,348,549 112.6% 0 0 0.0%

小　　　計 59,670,245,304 66,228,156,243 111.0% 59,670,223,900 66,228,134,839 111.0% 21,404 21,404 100.0%

特定健診保健指導費用
決済業務特別会計

（49,853,130） （68,575,992） 137.6% （48,078,403） （64,853,036） 134.9% （1,774,727） （3,722,956） 209.8%
1,404,475,687 1,460,160,528 104.0% 1,402,700,960 1,456,437,572 103.8% 1,774,727 3,722,956 209.8%

職員厚生資金貸付金
特別会計 10,005,798 10,000,180 99.9% 5,798 180 3.1% 10,000,000 10,000,000 100.0%

合　　　計
（3,617,099,861） （2,895,919,484） 80.1% （3,444,086,171） （2,700,732,790） 78.4%（173,013,690）（195,186,694） 112.8%
592,976,971,348 606,195,217,620 102.2% 592,751,444,259 605,949,521,799 102.2% 225,527,089 245,695,821 108.9%

【備考】上記表中、（ ）内の数字は、各会計支払勘定、指定公費関係諸費〔指定公費請求支払事業（県内一般分・療養費分）、特別会計（国民健康保険診療報酬支払勘定）
繰出金〕、保険者間調整受入金及び支出金、第三者行為損害賠償求償金、介護保険事業関係業務特別会計の主治医意見書料、介護予防ケアマネジメント負担
金、電子証明書発行手数料及びケアプランデータ連携システムライセンス料、障害者総合支援法関係業務等特別会計の電子証明書発行手数料、特定健診費
用決済業務を除いた数字（事務運営に要する経費）である。
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通
常
総
会
で
は
、
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム

の
更
改
に
伴
う
費
用
に
係
る
令
和
８
年
度

国
庫
補
助
要
求
の
た
め
の
決
議
が
行
わ
れ
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

背
景令和

３
年
３
月
31
日
に
厚
生
労
働
省
、

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
（
以
下
、

「
支
払
基
金
」
と
い
う
。）
及
び
国
民
健
康

保
険
中
央
会
（
以
下
、「
国
保
中
央
会
」

と
い
う
。）
が
策
定
し
た
「
審
査
支
払
機

能
に
関
す
る
改
革
工
程
表
（
下
図
参
照
）」

の
実
現
に
向
け
、
国
保
中
央
会
及
び
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
（
以
下
、「
国
保

連
合
会
」
と
い
う
。）
に
お
い
て
、
次
期

国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
同
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
政

府
の
方
針
に
基
づ
き
ク
ラ
ウ
ド
化
を
行
う

と
と
も
に
、
支
払
基
金
の
審
査
支
払
シ
ス

テ
ム
と
の
整
合
性
の
実
現
（
受
付
領
域
の

共
同
利
用
、
審
査
領
域
の
業
務
要
件
の
整

合
性
の
確
保
）
に
対
応
し
た
シ
ス
テ
ム
開

発
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
令
和
６
年
（
２
０
２
４

年
）
４
月
の
更
改
で
は
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ

ス
を
十
分
活
用
し
た
シ
ス
テ
ム
の
最
適
化

に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
シ
ス
テ
ム

の
保
守
・
運
用
費
が
高
額
と
な
る
た
め
、

支
払
基
金
シ
ス
テ
ム
に
な
い
国
保
保
険
者

事
務
の
共
同
処
理
を
行
う
保
険
者
サ
ー
ビ

ス
系
を
含
め
シ
ス
テ
ム
の
最
適
化
を
図
る

と
と
も
に
、
診
療
報
酬
改
定
Ｄ
Ｘ
等
の
取

組
等
も
踏
ま
え
、
支
払
基
金
と
の
審
査
領

域
の
共
同
開
発
・
共
同
利
用
に
向
け
、
シ

ス
テ
ム
の
一
層
の
最
適
化
に
取
り
組
み
、

保
守
・
運
用
費
の
縮
減
を
図
る
こ
と
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に

係
る
費
用
や
保
守
・
運
用
費
を
賄
う
た
め

の
財
源
に
つ
い
て
は
、
国
保
連
合
会
が
保

有
す
る
積
立
資
産
だ
け
で
は
不
足
し
て
お

り
、
保
険
者
等
か
ら
徴
収
す
る
審
査
支
払

手
数
料
等
を
引
き
上
げ
て
対
応
せ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
が
、
今
回
の
改
革
は
政
府
方
針

に
基
づ
き
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
国
に
対
し
十
分
な
財
政
支
援
を
講
じ

る
よ
う
、
求
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

以
上
を
踏
ま
え
、
今
年
度
に
お
い
て

も
、
国
保
中
央
会
及
び
全
国
国
保
連
合

△ 審査支払機能に関する改革工程表

国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
の
更
改
に
伴
う

　

費
用
に
係
る
令
和
８
年
度
国
庫
補
助

　
　
　

獲
得
の
た
め
の
要
請
活
動
に
つ
い
て

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」 6



△ 国保総合システムの更改に伴う費用に係る令和８年度国庫補助要求のための決議書

会
が
一
体
と
な
り
、
国
庫
補
助
獲
得
に

向
け
た
要
請
活
動
を
行
っ
て
い
く
予
定

と
し
て
い
ま
す

令
和
８
年
度
国
庫
補
助
要
求
に

�
向
け
た
現
在
の
状
況

令
和
７
年
度
財
政
不
足
（
約
32
億
円
）

に
対
す
る
取
組
と
し
て
、
令
和
６
年
７
月

25
日
開
催
の
通
常
総
会
に
お
い
て
国
庫
補

助
の
要
望
に
関
す
る
決
議
を
実
施
し
、
８

月
８
日
付
け
栃
木
県
選
出
国
会
議
員
９

名
へ
陳
情
を
行
い
ま
し
た
（
郵
送
対
応
）。

ま
た
、
11
月
15
日
開
催
の
国
保
制
度
改
善

強
化
全
国
大
会
の
決
議
に
基
づ
き
、
栃
木

県
選
出
国
会
議
員
へ
陳
情
活
動
を
実
施
し

ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
要
請
活
動
の
結
果
、
令
和
６

年
度
補
正
予
算
と
し
て
32
億
円
が
措
置
さ

れ
ま
し
た
。

令
和
８
年
度
国
庫
補
助
要
求
に
向
け
て
、

国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
の
最
適
化
に
つ
い
て

は
、
機
能
・
非
機
能
要
件
の
両
面
に
お
い

て
段
階
的
に
進
め
保
守
・
運
用
費
の
削
減

を
図
る
ほ
か
、
審
査
領
域
の
共
同
開
発
・

共
同
利
用
に
係
る
費
用
に
つ
い
て
も
、
令

和
８
年
度
予
算
概
算
要
求
に
向
け
た
国
庫

補
助
要
求
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
支
払
基
金
と
の
審
査
領
域
の
共

同
開
発
に
あ
た
り
、
現
在
、
厚
生
労
働
省
・

支
払
基
金
・
国
保
中
央
会
の
三
者
に
よ
る

協
議
が
進
め
ら
れ
６
月
に
は
開
発
方
針
が

決
定
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

協
議
状
況
を
踏
ま
え
、
審
査
領
域
の
共
同

開
発
・
共
同
利
用
に
係
る
費
用
の
国
庫
補

助
を
要
求
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

国
の
予
算
編
成
に
向
け
た
要
請
活
動

総
会
に
お
け
る
決
議
を
踏
ま
え
、
８
月

（
予
定
）
に
本
県
選
出
主
要
国
会
議
員
等

へ
陳
情
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
11
月
14
日
開
催
の
国
保
制
度
改

善
強
化
全
国
大
会
の
決
議
に
基
づ
き
、
関

係
省
庁
及
び
主
要
国
会
議
員
へ
陳
情
活
動

も
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

決　

議 

（
案
）

国
保
中
央
会
・
国
保
連
合
会
が
開
発
運
用
し
て
い
る
「
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
」
は
、
国
保
制
度
等

の
基
盤
を
支
え
る
極
め
て
公
共
性
の
高
い
、
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
の
柱
と
な
る
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
。

令
和
六
年
三
月
に
機
器
の
保
守
期
限
が
到
来
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
た
め
、「
審
査
支
払
機
能
に

関
す
る
改
革
工
程
表
」
に
沿
っ
て
、
第
一
段
階
の
対
応
と
し
て
、
ク
ラ
ウ
ド
へ
の
移
行
や
支
払
基
金

シ
ス
テ
ム
と
受
付
領
域
を
共
同
利
用
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
開
発
に
取
り
組
み
、
令
和
六
年
度
よ
り

稼
働
を
開
始
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
第
二
段
階
の
対
応
と
し
て
、
支
払
基
金
と
審
査
領
域
を
共
同
利

用
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
開
発
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
第
一
段
階
の
シ
ス
テ
ム
開
発
に
お
い
て
は
、
開
発
期
間
が
限
ら
れ
る
中
で
シ
ス

テ
ム
障
害
等
の
リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
に
段
階
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
た
こ
と
か
ら
、
ク
ラ
ウ

ド
サ
ー
ビ
ス
を
十
分
活
用
す
る
な
ど
シ
ス
テ
ム
を
最
適
化
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
た

め
、
支
払
基
金
シ
ス
テ
ム
に
は
な
い
国
保
保
険
者
事
務
の
共
同
処
理
を
行
う
保
険
者
サ
ー
ビ
ス
系
機

能
を
含
め
て
、早
急
に
シ
ス
テ
ム
を
最
適
化
し
保
守
・
運
用
費
の
縮
減
を
図
る
こ
と
が
不
可
避
と
な
っ

て
い
る
。

ま
た
、
第
二
段
階
の
支
払
基
金
と
の
審
査
領
域
の
共
同
開
発
・
共
同
利
用
に
お
い
て
も
、
国
保
等

の
保
険
者
の
保
守
・
運
用
費
の
縮
減
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
シ
ス
テ
ム
の
一

層
の
最
適
化
と
審
査
業
務
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
の
こ
れ
ら
の
開
発
に
係
る
費
用
や
保
守
・
運
用
費
を
賄
う
た
め
の
財
源
に
つ

い
て
は
、
国
保
連
合
会
が
保
有
す
る
積
立
資
産
だ
け
で
は
不
足
し
て
お
り
、
保
険
者
等
か
ら
徴
収
す

る
審
査
支
払
手
数
料
等
を
引
き
上
げ
て
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
物
価
高
騰
等
の

影
響
に
よ
り
厳
し
い
経
済
状
況
が
続
い
て
お
り
、
こ
の
費
用
を
保
険
料
（
税
）
の
引
き
上
げ
で
被
保

険
者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
こ
の
内
容
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
費
用
に
つ
い
て
、
財
政
基
盤
が
脆
弱
な
国
保

保
険
者
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
や
被
保
険
者
に
追
加
的
な
負
担
が
生
じ
な
い
よ
う
、
国
の

責
任
に
お
い
て
必
要
な
財
政
措
置
を
講
じ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　

右
、
決
議
す
る
。

　
　
　

令
和
七
年
七
月
二
十
五
日

�

栃
木
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会　

通
常
総
会　
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は
じ
め
に

本
県
で
は
、
令
和
６
（
２
０
２
４
）

年
度
か
ら
、
県
と
市
町
が
一
体
と
な
っ

て
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
事
務
を
共

通
認
識
の
下
で
実
施
し
、
安
定
的
な
財

政
運
営
並
び
に
市
町
の
国
民
健
康
保
険

事
業
（
以
下
「
国
保
事
業
」
と
い
う
。）

の
広
域
的
及
び
効
率
的
な
運
営
の
推
進

を
図
る
た
め
の
統
一
的
な
方
針
を
定
め

た
第
３
期
「
栃
木
県
国
民
健
康
保
険
運

営
方
針
」（
以
下「
運
営
方
針
」と
い
う
。）

に
基
づ
き
、
国
保
事
業
を
運
営
し
て
い

る
。市

町
保
険
者
に
は
、
運
営
方
針
に
定

め
ら
れ
た
保
険
給
付
、
保
険
税
の
決
定

及
び
賦
課
・
徴
収
、
保
険
税
収
入
の
確

保
、
医
療
費
の
適
正
化
の
取
組
の
ほ
か
、

住
民
と
の
身
近
な
関
係
の
中
、
資
格
管

理
や
適
用
の
適
正
化
等
、
地
域
に
お
け

る
き
め
細
か
い
事
業
に
つ
い
て
も
引
き

続
き
担
っ
て
い
た
だ
く
。

本
稿
は
、
市
町
保
険
者
の
事
務
執
行

の
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
組
合
（
以
下

「
国
保
組
合
」
と
い
う
。）
及
び
栃
木
県

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
（
以
下

「
国
保
連
合
会
」
と
い
う
。）
に
お
け
る
、

令
和
７
（
２
０
２
５
）
年
度
の
国
保
事

業
運
営
上
の
留
意
事
項
に
つ
い
て
と
り

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

○
市
町
保
険
者
に
関
す
る
事
項

第
１	

国
民
健
康
保
険
財
政
に
つ
い
て

１	

事
業
計
画
の
策
定

事
業
計
画
の
策
定
に
お
い
て
は
、

国
保
事
業
の
適
正
か
つ
安
定
的
な

運
営
を
図
る
た
め
、
事
業
運
営
の

実
情
を
把
握
分
析
し
、
そ
れ
ら
の

結
果
を
踏
ま
え
た
重
点
事
項
及
び

目
標
を
設
定
す
る
と
と
も
に
、
目

標
達
成
の
た
め
の
具
体
的
な
実
施

体
制
、
実
施
方
法
及
び
関
連
事
業

と
の
連
携
等
を
明
確
に
す
る
こ
と
。

２	

予
算
の
編
成

予
算
の
編
成
に
つ
い
て
は
、
毎

年
度
、
厚
生
労
働
省
保
険
局
国
民

健
康
保
険
課
長
か
ら
通
知
さ
れ
る

予
算
編
成
に
当
た
っ
て
の
留
意
事

項
等
に
基
づ
き
行
う
こ
と
。

３	

赤
字
解
消
・
削
減
の
取
組

市
町
ご
と
の
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
に
お
け
る
赤
字
発
生
の

予
防
に
努
め
、
解
消
・
削
減
す
べ

き
赤
字
が
生
じ
た
市
町
は
、「
国

民
健
康
保
険
保
険
者
の
赤
字
削

減
・
解
消
計
画
の
策
定
等
に
つ
い

て
」（
平
成
30
年
１
月
29
日
保
国

発
０
１
２
９
第
２
号
）
に
基
づ
き
、

速
や
か
に
、
赤
字
の
要
因
分
析
を

行
っ
た
上
で
、
赤
字
解
消
計
画
書

を
作
成
し
、
収
納
率
の
向
上
、
健

康
づ
く
り
や
医
療
費
適
正
化
の
取

組
、
適
正
な
保
険
税
率
の
設
定
等

に
よ
り
、
赤
字
の
削
減
・
解
消
を

図
る
こ
と
。

４	

保
険
者
努
力
支
援
制
度
等
の
活

用国
民
健
康
保
険
財
政
の
収
支
改

善
を
図
る
た
め
、
保
険
者
努
力

支
援
制
度
（
市
町
村
分
）
や
県
版

保
険
者
努
力
支
援
制
度
を
活
用
し
、

医
療
費
適
正
化
等
に
向
け
た
取
組

を
推
進
す
る
こ
と
。

５	

保
険
税
水
準
の
統
一
に
向
け
た

取
組

原
則
と
し
て
「
県
内
の
ど
こ
に

住
ん
で
も
、
同
じ
世
帯
構
成
、
同

じ
所
得
水
準
で
あ
れ
ば
、
同
じ

保
険
税
水
準
」（
以
下「
完
全
統
一
」

と
い
う
。）
を
目
指
し
て
い
く
た

め
、
令
和
10
（
２
０
２
８
）
年
度

ま
で
に
段
階
的
に
進
め
て
い
く
国

保
事
業
費
納
付
金
の
算
定
方
法
の

移
行
（
納
付
金
ベ
ー
ス
の
統
一
）

の
た
め
の
県
・
市
町
間
の
協
議
へ

の
積
極
的
な
参
画
の
ほ
か
、
保
険

税
算
定
を
３
方
式
（
所
得
割
・
均

等
割
・
平
等
割
）
と
し
て
い
く
こ

と
や
賦
課
（
課
税
）
限
度
額
を
地

方
税
法
施
行
令
に
定
め
る
額
と
同

額
と
し
て
い
く
た
め
の
取
組
を
進

め
る
こ
と
。

ま
た
、
完
全
統
一
に
向
け
、
県
・

市
町
間
で
継
続
し
て
い
く
事
業
運

営
上
の
課
題
の
検
討
（
事
務
の

標
準
化
・
広
域
化
を
進
め
て
い
く

も
の
を
含
む
。） 

に
当
た
っ
て
は
、

持
続
可
能
な
国
保
制
度
の
構
築
に

向
け
た
取
組
で
あ
る
こ
と
を
念
頭

に
置
い
て
議
論
に
臨
む
こ
と
。

第
２	

適
用
の
適
正
化

１	

被
保
険
者
の
適
用

（
１
）
被
保
険
者
の
適
用
に
つ
い
て

は
、「
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
に
か
か
る
適
用
及
び
保

険
料
（
税
）
の
賦
課
の
適
正

化
に
つ
い
て
（
通
知
）」（
平

成
５
年
11
月
15
日
保
険
発
第

栃
木
県
保
健
福
祉
部
国
保
医
療
課

栃
木
県
保
健
福
祉
部
国
保
医
療
課

令
和
７
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
運
営
に
係
る
留
意
事
項

令
和
７
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
運
営
に
係
る
留
意
事
項
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１
２
３
号
）
に
基
づ
き
、「
国

民
健
康
保
険
の
適
用
事
務
に

お
け
る
年
金
被
保
険
者
情
報

の
活
用
に
つ
い
て
（
通
知
）」

（
平
成
23
年
２
月
22
日
保
国

発
０
２
２
２
第
１
号
）
及
び

「
国
民
健
康
保
険
の
適
用
事

務
に
お
け
る
年
金
被
保
険
者

情
報
の
活
用
に
つ
い
て
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
（
通
知
）」

（
平
成 

23
年
12
月
16
日
保
国

発
１
２
１
６
第
１
号
）
に
よ

り
活
用
が
可
能
と
な
っ
た
国

民
年
金
被
保
険
者
情
報
を
活

用
す
る
等
、
未
適
用
者
を
早

期
か
つ
的
確
に
把
握
し
、
早

期
適
用
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
遡
及
適
用
者
に
つ
い
て

は
的
確
に
遡
及
賦
課
を
行
う

こ
と
。

（
２
）
外
国
人
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

「
外
国
人
に
対
す
る
国
民
健

康
保
険
又
は
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
適
用
に
つ
い
て
」

（
平
成
24
年
７
月
９
日
保
国

発
第
０
７
０
９
第
１
号
）
及

び
「
在
留
外
国
人
の
国
民
健

康
保
険
適
用
の
不
適
正
事
案

に
関
す
る
通
知
制
度
の
運
用

に
つ
い
て
」（
平
成
31
年
１
月

７
日
保
国
発
０
１
０
７
第
１

号
）
に
基
づ
き
、
適
正
に
行

う
こ
と
。

な
お
、
国
民
健
康
保
険
法

施
行
規
則
第
１
条
第
２
号
か

ら
第
４
号
ま
で
に
規
定
す
る

国
民
健
康
保
険
が
適
用
さ
れ

な
い
在
留
資
格
に
変
更
さ
れ

た
被
保
険
者
の
情
報
に
つ
い

て
出
入
国
在
留
管
理
庁
か
ら

市
町
村
へ
提
供
さ
れ
た
場
合

の
被
保
険
者
の
資
格
喪
失
処

理
に
つ
い
て
は
、「
出
入
国
在

留
管
理
庁
か
ら
提
供
さ
れ
た

情
報
を
活
用
し
た
国
民
健
康

保
険
が
適
用
さ
れ
な
い
在
留

資
格
に
変
更
さ
れ
た
被
保
険

者
の
資
格
喪
失
処
理
に
つ
い

て
」（
令
和
４
年
12
月
28
日
保

国
発
１
２
２
８
第
１
号
及
び

令
和
５
年
３
月
31
日
事
務
連

絡
）
に
基
づ
く
取
組
を
推
進

す
る
こ
と
。

ま
た
、
出
入
国
在
留
管
理

庁
か
ら
提
供
さ
れ
た
情
報
を

活
用
し
た
特
定
技
能
外
国
人

の
国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入

促
進
に
取
り
組
む
こ
と
。（「
出

入
国
在
留
管
理
庁
か
ら
提
供

さ
れ
た
情
報
を
活
用
し
た
特

定
技
能
外
国
人
の
国
民
健
康

保
険
へ
の
加
入
促
進
に
つ
い

て
」（
令
和
元
年
12
月
13
日
保

国
発
１
２
１
３
第
２
号
））

（
３
）
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
を

受
け
る
こ
と
に
至
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
被
保
険
者
の
資
格

を
喪
失
し
た
者
を
公
簿
等
に

よ
り
確
認
で
き
た
場
合
に
つ

い
て
は
、「
国
民
健
康
保
険
法

施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
の
施
行
に
つ
い
て
」

（
令
和
５
年
１
月
20
日
保
発

０
１
２
０
第
７
号
）
に
基
づ

き
資
格
喪
失
の
届
出
を
省
略

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

に
留
意
す
る
こ
と
。

（
４
）
資
格
重
複
状
況
結
果
一
覧
を

活
用
し
た
資
格
喪
失
処
理
の

流
れ
に
つ
い
て
は
、「「
資
格

重
複
状
況
結
果
一
覧
」
を
活

用
し
た
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
の
喪
失
確
認
処
理
に

係
る
取
扱
い
に
つ
い
て
」（
令

和
４
年
11
月
29
日
保
国
発

１
１
２
９
第
１
号
）
に
基
づ

き
、
資
格
喪
失
処
理
を
正
確

か
つ
迅
速
に
行
い
、
被
保
険

者
資
格
の
適
正
な
管
理
の
推

進
に
留
意
す
る
こ
と
。

２	

居
所
不
明
被
保
険
者
の
確
認

居
所
不
明
の
被
保
険
者
に
係
る

資
格
喪
失
の
確
認
に
つ
い
て
は
、

「
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
資

格
の
喪
失
確
認
処
理
に
係
る
取
扱

い
に
つ
い
て
（
通
知
）」（
平
成
４

年
３
月
31
日
保
険
発
第
40
号
）
に

基
づ
き
、
取
扱
要
領
を
作
成
し
て

的
確
に
行
い
、
国
民
健
康
保
険
税

の
調
定
額
に
つ
い
て
も
整
理
す
る

こ
と
。

３	

適
用
の
適
正
化
調
査

適
用
の
適
正
化
調
査
に
つ
い
て

は
、「
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
の
適
用
の
適
正
化
及
び
第
三
者

行
為
に
係
る
求
償
権
の
行
使
に
つ

い
て
（
通
知
）」（
昭
和
50
年
７
月

１
日
保
険
発
第
63
号
）
に
基
づ
き
、

各
保
険
者
の
実
情
に
応
じ
て
「
適

用
の
適
正
化
月
間
」
を
設
定
し
、

被
用
者
保
険
の
加
入
・
脱
退
者
、

住
所
地
特
例
の
対
象
者
、
外
国
人
、

擬
制
世
帯
等
に
つ
い
て
、
計
画
的
、

集
中
的
に
適
用
の
適
正
化
を
推
進

す
る
こ
と
。

ま
た
、「
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
の
適
用
に
か
か
る
周
知
に

つ
い
て
」（
平
成
29
年
４
月
３
日

保
国
発
０
４
０
３
第
１
号
）
に
基

づ
き
、
本
来
は
被
用
者
保
険
に
加

入
す
べ
き
で
あ
り
な
が
ら
、
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
可
能

性
の
あ
る
被
保
険
者
に
つ
い
て
、

被
用
者
保
険
の
適
用
対
策
の
一
層

の
促
進
を
図
る
こ
と
。

第
３	

市
町
に
お
け
る
保
険
税
の
賦
課

（
課
税
）
に
関
す
る
事
項

１	

所
得
の
把
握

保
険
税
の
算
定
の
基
礎
と
な
る

所
得
に
つ
い
て
は
、
的
確
に
把
握

す
る
こ
と
。 

ま
た
、
申
告
の
な
い
世
帯
に
つ

い
て
は
保
険
税
の
軽
減
対
象
世
帯

と
な
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

積
極
的
に
申
告
を
勧
奨
し
、
積
極

的
に
実
地
調
査
を
行
う
等
、
的
確

に
所
得
を
把
握
す
る
こ
と
。 

２	

保
険
税
の
賦
課
（
課
税
）
割
合
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及
び
賦
課
（
課
税
）
限
度
額
の

設
定

保
険
税
の
賦
課
（
課
税
）
割
合

に
つ
い
て
は
、
被
保
険
者
間
に
お

け
る
負
担
の
不
均
衡
の
是
正
、
中

間
所
得
者
層
の
過
重
な
負
担
の
軽

減
を
図
る
観
点
か
ら
、
適
切
な
設

定
を
行
う
こ
と
。

ま
た
、
賦
課
（
課
税
）
限
度
額

に
つ
い
て
は
、令
和
10（
２
０
２
８
）

年
度
ま
で
に
地
方
税
法
施
行
令
の

賦
課
限
度
額
に
統
一
す
る
こ
と
。

３	

保
険
税
の
減
免

（
１
）
国
民
健
康
保
険
か
ら
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
移
行
し
た

者
が
い
る
世
帯

被
用
者
保
険
か
ら
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
移
行
し
た

こ
と
に
伴
い
、
被
扶
養
者
か

ら
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
と
な
っ
た
者
に
係
る
条
例

減
免
に
つ
い
て
は
、
当
分
の

間
措
置
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
た
が
、
当
該
条
例
減
免

の
う
ち
、
旧
被
扶
養
者
に
係

る
応
益
割
に
つ
い
て
は
、
令

和
元
（
２
０
１
９
）
年
度
以
降
、

資
格
取
得
日
の
属
す
る
日
以

後
２
年
を
経
過
す
る
月
ま
で

の
間
に
限
り
実
施
す
る
こ
と

と
さ
れ
た
の
で
適
正
な
対
応

を
行
う
こ
と
。（
平
成
30
年
12

月
12
日
事
務
連
絡
）

（
２
）
出
産
し
た
被
保
険
者
等
に
係

る
免
除
措
置

全
世
代
対
応
型
の
社
会

保
障
制
度
を
構
築
す
る
た
め

の
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
（
令
和
５
年

法
律
第
31
号
）
の
施
行
に
伴

い
、
地
方
税
法
施
行
令
に
お

け
る
国
民
健
康
保
険
税
の
免

除
措
置
に
係
る
規
定
並
び
に

国
民
健
康
保
険
法
施
行
規
則

等
が
改
正
さ
れ
、
令
和
６

（
２
０
２
４
）
年
１
月
か
ら
出

産
被
保
険
者
に
係
る
産
前
産

後
期
間
の
所
得
割
保
険
税
及

び
被
保
険
者
均
等
割
保
険
税

の
減
免
措
置
が
講
じ
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
被
保
険

者
か
ら
の
届
出
等
に
よ
る
対

象
者
の
把
握
や
免
除
措
置
の

算
定
な
ど
に
つ
い
て
適
正
な

対
応
を
行
う
こ
と
。（
令
和
５

年
７
月
20
日
保
発
０
７
２
０

第
４
号
、
令
和
５
年
８
月
14

日
事
務
連
絡
）

第
４	

市
町
に
お
け
る
保
険
税
の
徴
収

の
適
正
な
実
施
に
関
す
る
事
項

１	

収
納
率
目
標

保
険
者
規
模
別
の
現
年
度
分
の

保
険
税
収
納
率
の
目
標
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

（
１
）
被
保
険
者
数
１
万
人
未
満
の

保
険
者　

95
％
以
上

（
２
）
被
保
険
者
数
１
万
人
以
上

５
万
人
未
満
の
保
険
者　

94
％
以
上

（
３
）
被
保
険
者
数
５
万
人
以
上

10
万
人
未
満
の
保
険
者　

93
％
以
上

（
４
）
被
保
険
者
数
10
万
人
以
上
の

保
険
者　

92
％
以
上

収
納
率
目
標
を
達
成
し
た
市
町

に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
収
納
率

の
向
上
に
努
め
る
こ
と
。

２	

保
険
税
収
入
の
確
保

（
１
）
徴
収
計
画
の
策
定

市
町
保
険
者
の
徴
収
計
画
に
つ

い
て
は
、
県
が
運
営
方
針
の
中
で

定
め
た
保
険
者
規
模
別
収
納
率
目

標
を
踏
ま
え
、滞
納
者
の
実
態
（
滞

納
原
因
別
、
所
得
階
層
別
、
職
業

別
、
地
区
別
等
）
に
基
づ
き
目

標
収
納
率
を
設
定
す
る
と
と
も
に
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
目
標
を

達
成
す
る
た
め
の
実
施
体
制
、
実

施
方
法
等
、
具
体
的
な
計
画
を
策

定
す
る
こ
と
。

な
お
、
保
険
者
規
模
別
収
納
率

目
標
が
未
達
成
で
あ
る
市
町
に

あ
っ
て
は
、
課
題
等
の
分
析
及
び

検
証
を
踏
ま
え
た
取
組
を
勘
案
す

る
こ
と
。

（
２
）
納
期
内
納
入
の
促
進
等

保
険
税
の
納
入
に
つ
い
て
は
、

納
期
内
納
入
の
促
進
を
図
る
た
め

に
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
、
マ
ル
チ
ペ

イ
メ
ン
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
地
方

税
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
導
入
や
口

座
振
替
の
原
則
化
を
検
討
及
び
推

進
す
る
ほ
か
、
多
様
な
納
付
方
法

を
採
用
す
る
等
、
納
付
し
や
す
い

環
境
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に

被
保
険
者
に
対
す
る
効
果
的
な
啓

発
活
動
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
。 

（
３
）
滞
納
者
対
策

ア	

保
険
税
の
確
保
を
図
る
た
め
、

早
期
に
滞
納
者
の
財
産
調
査

を
含
め
た
実
態
把
握
及
び
適

切
な
対
応
を
行
う
こ
と
。

イ	

特
別
の
事
情
が
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
保
険
税
を
滞
納
し

て
い
る
滞
納
者
に
対
す
る
特

別
療
養
費
の
支
給
及
び
保
険

給
付
の
一
時
支
払
差
止
め
等

の
措
置
に
つ
い
て
は
、「
国

民
健
康
保
険
の
保
険
料
（
税
）

を
滞
納
し
て
い
る
世
帯
主
等

に
対
す
る
措
置
の
取
扱
い

に
つ
い
て
（
通
知
）」（
令

和
６
年
９
月
20
日
保
国
発

０
９
２
０
第
１
号
）
に
基
づ

き
、
適
正
に
行
う
こ
と
。

た
だ
し
、
出
産
育
児
一
時

金
に
つ
い
て
は
、
国
民
健
康

保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
33

年
厚
生
省
令
第
53
号
）
附
則

第
３
条
に
よ
る
一
時
差
止
め

を
行
わ
な
い
措
置
が
継
続
さ

れ
て
い
る
の
で
留
意
す
る
こ

と
。特

別
療
養
費
の
支
給
に
つ

い
て
は
、
保
険
税
を
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
特
別
の

事
情
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
長
期
に
わ
た
り
保
険
税

を
滞
納
し
て
い
る
世
帯
主
等
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に
つ
い
て
、
納
付
相
談
の
機

会
を
確
保
す
る
た
め
に
行
う

も
の
で
あ
り
、
機
械
的
な
運

用
を
行
う
こ
と
な
く
、
特
別

の
事
情
の
有
無
の
把
握
を
適

正
に
行
っ
た
上
で
行
う
こ
と
。

特
別
療
養
費
の
支
給
に
つ
い

て
は
、
不
利
益
処
分
に
当
た

る
こ
と
か
ら
、
行
政
手
続
法

に
基
づ
く
弁
明
の
機
会
の
付

与
を
必
ず
実
施
す
る
こ
と
。

ウ	

被
保
険
者
が
、
督
促
、
催
告

に
応
じ
な
い
場
合
に
は
、
負

担
の
公
平
の
観
点
か
ら
積
極

的
に
差
押
え
を
行
う
こ
と
。 

エ	

納
付
義
務
者
が
保
険
税
を
納

期
限
ま
で
に
完
納
し
な
い
場

合
は
、
必
ず
延
滞
金
を
調
定

し
、
徴
収
す
る
こ
と
。 

オ	

保
険
税
の
不
納
欠
損
処
分
に

つ
い
て
は
、
資
産
の
状
況
等

の
調
査
結
果
に
基
づ
き
適
正

に
行
う
こ
と
。

（
４
）
徴
収
体
制
の
充
実

滞
納
保
険
税
の
徴
収
に
つ

い
て
は
、
全
庁
体
制
の
確

立
や
嘱
託
徴
収
員
の
採
用
等
、

徴
収
体
制
の
整
備
を
図
る
こ

と
。ま

た
、
嘱
託
徴
収
員
等
を

活
用
し
て
い
る
保
険
者
に
つ

い
て
は
、
嘱
託
徴
収
員
等
の

み
に
任
せ
る
こ
と
な
く
役
割

分
担
を
定
め
、
職
員
と
の
連

携
に
よ
る
戸
別
徴
収
に
積
極

的
か
つ
効
率
的
に
取
り
組
む

こ
と
。

（
５
）
そ
の
他
の
収
納
対
策

上
記
（
１
）
か
ら
（
４
）

の
ほ
か
、
保
険
税
収
納
率
の

確
保
・
向
上
等
の
対
策
と
し

て
、「
収
納
対
策
緊
急
プ
ラ
ン

の
策
定
等
に
つ
い
て
（
通
知
）」

（
平
成
17
年
２
月
15
日
保
国
発

第
０
２
１
５
０
０
１
号
）
等

を
参
考
に
、
効
果
的
な
収
納

対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と
。

第
５	

市
町
に
お
け
る
保
険
給
付
の
適

正
な
実
施
に
関
す
る
事
項

１	
保
険
給
付
の
点
検
、
事
後
調
整

に
関
す
る
事
項

（
１
）
保
険
給
付
の
点
検

診
療
報
酬
明
細
書
（
以
下

「
レ
セ
プ
ト
」
と
い
う
。）
の

点
検
調
査
に
つ
い
て
は
、「
国

民
健
康
保
険
の
診
療
報
酬
明

細
書
点
検
調
査
事
務
処
理
要

領
に
つ
い
て
（
通
知
）」（
昭

和
55
年
５
月
10
日
保
険
発
第

42
号
）
に
基
づ
き
実
施
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
被

保
険
者
資
格
の
点
検
、
調
剤

報
酬
明
細
書
と
の
突
合
、
縦

覧
点
検
等
に
つ
い
て
は
、
強

化
さ
れ
た
国
保
連
合
会
の
レ

セ
プ
ト
審
査
機
能
を
活
用
す

る
等
、
よ
り
効
率
的
な
調
査

を
実
施
す
る
こ
と
。

ま
た
、
レ
セ
プ
ト
点
検
調

査
を
計
画
的
に
実
施
す
る

た
め
の
点
検
体
制
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
医
療
事
務
経
験

者
等
を
嘱
託
員
に
採
用
す
る
、

専
門
業
者
へ
委
託
す
る
等
し

て
充
実
さ
せ
る
こ
と
。

（
２
）
不
当
利
得
へ
の
対
応

不
当
利
得
の
事
務
処
理
に

つ
い
て
は
、「
被
保
険
者
資

格
喪
失
後
の
受
診
に
よ
り
発

生
す
る
返
還
金
の
保
険
者
間

で
の
調
整
に
つ
い
て
」（
平

成
26
年
12
月
５
日
保
国
発

１
２
０
５
第
１
号
）
に
基
づ

き
、
保
険
者
間
調
整
を
積
極

的
に
活
用
す
る
ほ
か
、「
不
当

利
得
の
返
還
金
に
か
か
る
債

権
管
理
等
の
適
正
化
に
つ
い

て
」（
平
成
25
年
７
月
19
日
保

国
発
０
７
１
９
第
１
号
）
に

基
づ
き
、
返
還
金
債
権
の
把

握
及
び
管
理
並
び
に
療
養
給

付
費
等
負
担
金
の
適
正
な
算

定
を
行
う
と
と
も
に
、
債
権

回
収
に
努
め
る
こ
と
。

令
和
３
（
２
０
２
１
）
年

度
か
ら
令
和
４
（
２
０
２
２
）

年
度
に
は
、
県
内
の
一
部
の

町
に
お
い
て
、
返
還
金
債
権

の
把
握
及
び
管
理
等
が
行
わ

れ
て
い
な
か
っ
た
事
に
起
因

す
る
当
該
債
権
の
放
棄
に
至

る
事
案
が
発
生
し
た
が
、
こ

の
よ
う
な
事
案
の
発
生
は
、

被
保
険
者
か
ら
の
国
民
健
康

保
険
事
業
に
対
す
る
信
用
を

著
し
く
損
な
う
も
の
で
あ
る

こ
と
に
十
分
留
意
し
、
事
務

処
理
に
係
る
点
検
等
に
つ
い

て
組
織
と
し
て
の
実
施
体
制

を
構
築
し
て
対
応
す
る
こ
と
。

２	

療
養
費
の
支
給
の
適
正
化
に
関

す
る
事
項

（
１
）柔
道
整
復
、あ
ん
摩
・
マ
ッ
サ
ー

ジ
、
は
り
・
き
ゅ
う

柔
道
整
復
師
等
の
施
術
に

お
け
る
保
険
給
付
の
範
囲
等

に
つ
い
て
、
広
報
等
に
よ
り

柔
道
整
復
療
養
費
等
に
対
す

る
被
保
険
者
の
関
心
を
高
め
、

適
正
化
を
進
め
る
こ
と
。

特
に
、
柔
道
整
復
療
養
費

に
つ
い
て
は
、
申
請
書
の
内

容
点
検
に
お
い
て
疑
義
（
多

部
位
、
長
期
又
は
頻
度
が
高

い
）
が
生
じ
た
場
合
、
必
要

に
応
じ
て
被
保
険
者
に
文
書

照
会
や
聞
き
取
り
を
行
う
こ

と
に
よ
り
施
術
の
状
況
等
を

確
認
し
、
支
給
の
適
正
化
に

努
め
る
こ
と
。

ま
た
、
支
払
前
の
資
格
確

認
を
徹
底
し
て
行
う
こ
と
。

（
２
）
海
外
療
養
費

支
給
申
請
に
対
す
る
審
査

の
強
化
と
し
て
、
航
空
券
等
、

海
外
に
渡
航
し
た
事
実
が
確

認
で
き
る
書
類
の
写
し
及
び

保
険
者
が
海
外
療
養
を
担
当
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し
た
者
に
照
会
す
る
こ
と
に

関
す
る
被
保
険
者
の
同
意
書

を
求
め
る
こ
と
。
ま
た
、「
海

外
療
養
費
支
給
事
務
の
一
層

の
適
正
化
に
向
け
た
取
扱
い

に
つ
い
て
」（
平
成
29
年
８
月

９
日
保
国
発
０
８
０
９
第
１

号
）
及
び
「「
海
外
療
養
費

及
び
海
外
出
産
に
係
る
出
産

育
児
一
時
金
の
支
給
の
適
正

化
に
向
け
た
対
策
等
に
つ
い

て
」
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」

（
令
和
５
年
５
月
24
日
保
国
発

０
５
２
４
第
１
号
）
に
基
づ

き
、
海
外
療
養
費
の
支
給
の

適
正
化
、
及
び
海
外
出
産
に

係
る
出
産
育
児
一
時
金
の
支

給
の
適
正
化
に
向
け
た
対
策

を
講
じ
る
こ
と
。
不
正
請
求

事
例
が
判
明
し
た
場
合
に
は
、

「
海
外
療
養
費
の
不
正
請
求
対

策
等
に
つ
い
て
」（
平
成
25
年

12
月
６
日
保
国
発
１
２
０
６

第
１
号
）
に
基
づ
き
、
県
に

報
告
す
る
こ
と
。

３	

第
三
者
行
為
求
償
の
取
組
強
化

に
関
す
る
事
項

第
三
者
行
為
求
償
事
務
に
つ
い

て
は
、
第
三
者
行
為
の
発
見
手
段

の
拡
大
及
び
被
保
険
者
に
対
す
る

周
知
広
報
の
強
化
に
よ
り
、
確
実

か
つ
速
や
か
な
傷
病
届
の
提
出
の

励
行
を
図
る
こ
と
。

ま
た
、
求
償
事
務
の
取
組
の
底

上
げ
を
図
る
た
め
、「（
第
三
者
行

為
に
よ
る
被
害
に
係
る
求
償
事
務

の
取
組
強
化
に
つ
い
て
）（
平
成

27
年
12
月
３
日
保
国
発
１
２
０
３

第
１
号
）、「
第
三
者
行
為
求
償
事

務
の
更
な
る
取
組
強
化
に
つ
い

て
」（
令
和
３
年
８
月
６
日
保
国

発
０
８
０
６
第
２
号
）
及
び
「
全

世
代
対
応
型
の
持
続
可
能
な
社
会

保
障
制
度
を
構
築
す
る
た
め
の
健

康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
に
よ
る
第
三
者
行
為
求
償
事

務
の
取
組
強
化
に
つ
い
て
（
国
民

健
康
保
険
法
及
び
高
齢
者
の
医
療

の
確
保
に
関
す
る
法
律
）（
令
和

５
年
５
月
19
日
事
務
連
絡
）
等
に

基
づ
き
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
（
現

状
の
取
組
評
価
・
事
務
改
善
・
数

値
目
標
の
設
定
）
を
確
立
、
循
環

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
継
続
的
に

求
償
事
務
の
取
組
強
化
を
進
め
る

こ
と
。

４	

高
額
療
養
費
の
多
数
回
該
当
の

取
扱
い
に
関
す
る
事
項

高
額
療
養
費
の
多
数
回
該
当
の

判
断
に
当
た
っ
て
は
、
世
帯
主

に
着
目
し
て
適
切
に
世
帯
の
継
続

性
を
判
定
す
る
こ
と
。
ま
た
、
世

帯
の
継
続
性
の
判
定
の
取
扱
い
は
、

国
の
参
酌
基
準
に
基
づ
く
こ
と
。

第
６	

国
民
健
康
保
険
の
安
定
的
な
財

政
運
営
及
び
被
保
険
者
の
健
康

の
保
持
の
推
進
の
た
め
に
必
要

と
認
め
る
医
療
費
の
適
正
化
の

取
組
に
関
す
る
事
項

１	

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
の
策
定
と

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
く

効
率
的
・
効
果
的
な
保
健
事
業

の
実
施
に
向
け
た
取
組

保
健
事
業
を
行
う
に
当
た
っ
て

は
、「
国
民
健
康
保
険
法
に
基
づ

く
保
健
事
業
の
実
施
等
に
関
す
る

指
針
」（
平
成
16
年
厚
生
労
働
省

告
示
第
３
０
７
号
）
に
基
づ
き
、

保
健
事
業
の
実
施
計
画
（
デ
ー
タ

ヘ
ル
ス
計
画
）
を
策
定
す
る
と
と

も
に
、
生
活
習
慣
病
予
防
対
策
等
、

地
域
の
課
題
に
応
じ
た
保
健
事
業

を
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
き

実
施
す
る
こ
と
。

２	

特
定
健
康
診
査
受
診
率
及
び
特

定
保
健
指
導
実
施
率
の
向
上

各
市
町
で
策
定
し
た
第
４
期
特

定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
に
基

づ
き
、
実
施
率
の
向
上
に
向
け
て
、

被
保
険
者
へ
の
広
報
・
普
及
啓
発

や
健
診
等
を
受
け
や
す
い
環
境
整

備
に
取
り
組
む
ほ
か
、
運
営
方
針

に
例
示
し
た
内
容
な
ど
も
参
考
に

具
体
的
な
取
組
を
行
う
こ
と
。

ま
た
、
対
象
者
自
ら
が
健
康
状

態
を
自
覚
し
、
生
活
習
慣
改
善
の

必
要
性
を
理
解
し
た
上
で
実
践
に

つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、
対
象
者
の

個
別
性
を
重
視
し
た
効
果
的
な
保

健
指
導
を
実
施
す
る
こ
と
。

３	

後
発
医
薬
品
の
安
心
使
用
の
促

進
に
関
す
る
取
組

後
発
医
薬
品
に
つ
い
て
は
、
後

発
医
薬
品
希
望
シ
ー
ル
及
び
カ
ー

ド
の
配
布
や
、
後
発
医
薬
品
を
使

用
し
た
場
合
の
医
療
費
の
額
の
通

知
（
差
額
通
知
）
等
に
よ
り
、
後

発
医
薬
品
の
積
極
的
な
活
用
を
促

進
す
る
こ
と
。

４	

糖
尿
病
等
生
活
習
慣
病
重
症
化

予
防
に
向
け
た
取
組

「
栃
木
県
糖
尿
病
重
症
化
予
防

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
等
に
基
づ
き
、
医

療
機
関
へ
の
受
診
勧
奨
や
か
か
り

つ
け
医
と
連
携
し
た
保
健
指
導
を

行
う
こ
と
。

５	

適
切
な
受
療
行
動
の
促
進
（
重

複
・
頻
回
受
診
等
の
是
正
）
に

向
け
た
取
組

重
複
・
頻
回
受
診
者
に
対
す
る

保
健
師
の
訪
問
活
動
に
つ
い
て
は
、

「
重
複
・
頻
回
受
診
者
に
係
る
医

療
費
適
正
化
対
策
の
推
進
に
つ
い

て
（
通
知
）」（
平
成
10
年
８
月
５

日
保
険
発
第
１
２
６
号
）
に
基
づ

き
、
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
。

６	

そ
の
他
の
取
組

加
齢
に
伴
い
心
身
の
活
力
が
低

下
し
て
き
た「
健
康
」と「
要
介
護
」

の
中
間
の
虚
弱
状
態
を
指
す
フ
レ

イ
ル
や
加
齢
に
伴
う
口
腔
の
衰
え

を
指
す
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
の
予

防
に
引
き
続
き
取
り
組
む
こ
と
。

７	

医
療
費
等
の
分
析

医
療
費
等
の
分
析
に
つ
い
て
は
、

診
療
諸
率
の
経
年
的
な
傾
向
把
握
、

他
の
保
険
者
と
の
医
療
費
実
態
の

比
較
、
疾
病
構
造
、
長
期
入
院
者
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及
び
重
複
・
頻
回
受
診
者
の
動
向

の
把
握
・
分
析
等
に
よ
り
、
医
療

費
等
の
現
状
と
問
題
点
を
的
確
に

把
握
し
、
医
療
費
の
適
正
化
に
必

要
な
施
策
に
反
映
す
る
こ
と
。 

ま
た
、
将
来
に
向
け
て
医
療
費

適
正
化
対
策
を
効
果
的
に
実
施
す

る
た
め
、
国
保
連
合
会
等
と
連
携

し
、
調
査
・
研
究
を
行
う
こ
と
。 

な
お
、
国
保
連
合
会
か
ら
提
供

さ
れ
る
疾
病
統
計
、
長
期
入
院
者
、

重
複
・
頻
回
受
診
者
、
柔
整
内
容

点
検
リ
ス
ト
等
の
資
料
を
十
分
活

用
し
、
医
療
費
適
正
化
対
策
の
内

容
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
。

８	

県
に
よ
る
市
町
の
保
健
事
業
支

援国
民
健
康
保
険
法
第
82
条
第

14
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和

２
（
２
０
２
０
）
年
度
以
降
、
市

町
の
保
健
事
業
を
支
援
す
る
た
め
、

県
が
、
市
町
に
対
し
レ
セ
プ
ト
等

の
情
報
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
県
に

よ
る
レ
セ
プ
ト
等
を
活
用
し
た
健

康
課
題
の
整
理
・
分
析
及
び
支
援

等
に
つ
い
て
、
連
携
・
協
力
に
努

め
る
こ
と
。

第
７	

保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
及
び
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
施
策
そ
の

他
の
関
連
施
策
と
の
連
携

１	

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築

に
向
け
た
取
組

医
療
・
介
護
・
生
活
支
援
等
が

一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
の
実
現
に
向

け
て
、
課
題
を
抱
え
る
被
保
険
者

の
把
握
と
働
き
か
け
、
地
域
で
被

保
険
者
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り

や
地
域
で
被
保
険
者
を
支
え
る
ま

ち
づ
く
り
等
に
取
り
組
む
こ
と
。

２	

直
営
診
療
施
設 

保
険
者
が
設
置
す
る
直
営
診
療

施
設
に
つ
い
て
は
、
国
民
健
康
保

険
の
被
保
険
者
を
始
め
と
し
た
地

域
住
民
に
対
し
て
、
保
健
・
医
療
・

福
祉
の
各
般
に
わ
た
る
総
合
的
な

処
遇
を
行
う
う
え
で
極
め
て
重
要

な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
の
で
、
地
域
住
民
に
対

す
る
医
療
・
健
康
に
関
す
る
相
談

部
門
を
設
置
す
る
等
、
総
合
的
な

機
能
が
発
揮
で
き
る
よ
う
充
実
さ

せ
る
こ
と
。

３	

高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予

防
の
一
体
的
実
施
に
関
す
る
事

項国
民
健
康
保
険
の
保
健
事
業
及

び
高
齢
者
に
対
す
る
保
健
事
業
に

つ
い
て
、
市
町
が
介
護
保
険
の
地

域
支
援
事
業
等
と
一
体
的
に
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
健
康

増
進
部
門
及
び
介
護
部
門
と
の
連

携
体
制
を
整
備
す
る
外
、
効
果
的

に
市
町
村
国
保
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事

業
等
を
活
用
す
る
こ
と
。

第
８	

そ
の
他

１	

補
助
金
申
請
事
務
等
の
適
正
化

補
助
金
の
申
請
等
に
係
る
事
務

処
理
に
つ
い
て
は
、
会
計
実
地

検
査
等
に
お
い
て
多
数
の
不
適

正
な
事
務
処
理
が
判
明
し
て
お

り
、
自
主
点
検
に
よ
る
適
正
化
を

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
今
後
は
、「
国
民
健
康
保
険

関
係
国
庫
補
助
金
等
に
か
か
る
事

務
処
理
の
適
正
化
に
つ
い
て
（
通

知
）」（
令
和
６
年
12
月
26
日
保
国

第
１
２
２
６
第
１
号
及
び
事
務
連

絡
）
等
、
関
係
通
知
を
参
考
に
す

る
と
と
も
に
、
申
請
誤
り
が
生
じ

な
い
よ
う
な
防
止
策
（
誤
り
や
す

い
事
項
に
つ
い
て
の
確
認
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
等
）
を
講
じ
る
等
、

適
正
な
事
務
処
理
の
た
め
に
必
要

な
体
制
の
整
備
を
図
る
こ
と
。

２	

不
正
及
び
事
故
の
防
止

不
正
及
び
事
故
の
防
止
に
つ
い

て
は
、
事
務
処
理
方
式
の
見
直
し
、

相
互
牽
制
体
制
等
の
管
理
体
制
の

充
実
及
び
自
主
的
監
査
の
実
施
等
、

不
正
及
び
事
故
の
防
止
に
万
全
を

期
す
こ
と
。
万
が
一
不
正
及
び
事

故
が
発
生
し
た
場
合
は
、
速
や
か

に
県
に
報
告
す
る
こ
と
。

な
お
、
特
定
個
人
情
報
の
漏
え

い
事
案
等
が
発
生
し
た
場
合
の
対

応
に
つ
い
て
は
、「
独
立
行
政
法

人
等
及
び
地
方
公
共
団
体
等
に
お

け
る
特
定
個
人
情
報
の
漏
え
い
事

案
等
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応
に

つ
い
て
」（
平
成
27
年
特
定
個
人

情
報
保
護
委
員
会
告
示
第
１
号
）

に
基
づ
き
、
事
案
に
よ
っ
て
は
個

人
情
報
保
護
委
員
会
へ
報
告
す
る

必
要
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
県
に

も
情
報
提
供
す
る
こ
と
。

ま
た
、
個
人
番
号
利
用
事
務
を

受
託
し
て
い
た
事
業
者
が
、
最
初

の
委
託
者
で
あ
る
地
方
公
共
団
体

等
の
許
諾
を
得
ず
に
同
事
務
を
再

委
託
し
て
い
た
事
案
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
「
特
定
個
人
情
報
の
適
正

な
取
扱
い
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
（
行
政
機
関
等
・
地
方
公
共
団

体
等
編
）」
が
改
正
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
留
意
し
、
特
定
個
人
情
報

に
つ
い
て
適
正
に
取
り
扱
う
こ
と
。

（「
特
定
個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱

い
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改

正
に
つ
い
て
（
依
頼
）」（
令
和
元

年
12
月
10
日
個
情
第
１
１
４
４

号
））

３	

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
の

充
実 

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
に

つ
い
て
は
、
国
保
事
業
の
適
正

か
つ
安
定
的
な
運
営
を
図
る
た
め

に
重
要
な
審
議
機
関
で
あ
る
の
で
、

事
業
運
営
の
課
題
・
問
題
点
を
十

分
に
審
議
す
る
等
、
積
極
的
に
開

催
す
る
こ
と
。

４	

保
険
者
協
議
会
に
お
け
る
各
保

険
者
と
の
連
携
・
協
力 

保
険
者
協
議
会
に
つ
い
て
は
、

保
健
事
業
等
の
効
率
的
で
円
滑
な

事
業
運
営
を
図
る
た
め
、
各
保
険

者
と
の
連
携
・
協
力
に
努
め
る
こ
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と
。

５	

情
報
開
示 

レ
セ
プ
ト
開
示
に
つ
い
て
は
、

「
診
療
報
酬
明
細
書
等
の
被
保
険

者
へ
の
開
示
に
つ
い
て
（
通
知
）」

（
平
成
17
年
３
月
31
日
保
発
第

０
３
３
１
０
０
７
号
、
平
成
23
年

６
月
20
日
付
け
保
発
０
６
２
０
第

２
号
に
よ
り
一
部
改
正
）
に
基
づ

き
行
う
こ
と
。

６	

国
保
事
業
に
係
る
検
証

市
町
は
、
毎
年
度
、
事
業
の
実

施
状
況
を
分
析
・
評
価
し
、
必
要

に
応
じ
て
改
善
に
取
り
組
む
こ
と
。

７	

夫
婦
共
同
扶
養
に
お
け
る
被
扶

養
者
の
認
定

被
保
険
者
の
年
間
収
入
の
捉
え

方
が
保
険
者
ご
と
に
異
な
っ
て

い
る
こ
と
が
原
因
で
認
定
対
象
者

が
円
滑
に
認
定
さ
れ
ず
、
一
時
的

に
無
保
険
状
態
に
な
る
と
い
っ
た

事
象
が
散
見
さ
れ
て
い
た
こ
と
か

ら
、「
夫
婦
共
同
扶
養
の
場
合
に

お
け
る
被
扶
養
者
の
認
定
に
つ
い

て
」（
令
和
３
年
４
月
30
日
保
保

発
０
４
３
０
第
２
号
及
び
保
国
発

０
４
３
０
第
１
号
）
及
び
「
夫
婦

共
同
扶
養
の
場
合
に
お
け
る
被
扶

養
者
の
認
定
に
係
る
Ｑ
＆
Ａ
に
つ

い
て
」（
令
和
３
年
８
月
11
日
事

務
連
絡
）
が
発
出
さ
れ
て
い
る
た

め
、
同
通
知
及
び
事
務
連
絡
に
基

づ
き
、
適
正
に
認
定
を
行
う
こ
と
。

８	

犯
罪
等
の
被
害
を
受
け
た
被
保

険
者
等
に
係
る
保
険
税
並
び
に

一
部
負
担
金
の
減
免
及
び
徴
収

猶
予

世
帯
主
が
犯
罪
等
の
被
害
を
受

け
、
生
活
が
著
し
く
困
難
と
な
っ

た
事
情
を
有
す
る
場
合
は
、
保
険

税
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
特

別
の
理
由
が
あ
る
も
の
と
し
て
、

条
例
に
基
づ
き
、
当
該
世
帯
主
の

状
況
を
踏
ま
え
、
保
険
税
の
減
免

及
び
徴
収
猶
予
の
対
象
と
し
て
取

り
扱
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
一
部
負
担
金
に
つ
い
て

も
、
当
該
世
帯
主
の
状
況
を
踏
ま

え
、
一
部
負
担
金
の
減
免
及
び
徴

収
猶
予
の
対
象
と
し
て
取
り
扱
う

こ
と
が
可
能
と
の
見
解
が
「
犯
罪

等
の
被
害
を
受
け
た
被
保
険
者
等

に
係
る
国
民
健
康
保
険
及
び
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
お
け
る
保
険

料
（
税
）
並
び
に
一
部
負
担
金
の

減
免
及
び
徴
収
猶
予
の
取
扱
い
に

つ
い
て
（
令
和
５
年
６
月
30
日
保

国
発
０
６
３
０
第
３
号
・
保
高
発

０
６
３
０
第
３
号
）」
で
示
さ
れ

て
い
る
の
で
、
当
該
制
度
に
基
づ

い
て
適
切
に
運
用
す
る
こ
と
。

９	

急
患
等
の
被
保
険
者
に
係
る
一

部
負
担
金
及
び
保
険
税
の
徴
収

猶
予

急
患
等
と
し
て
医
療
機
関
を
受

診
し
た
判
断
能
力
が
不
十
分
な

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に
係

る
一
部
負
担
金
及
び
保
険
税
の
徴

収
に
つ
い
て
は
、「
国
民
健
康
保

険
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
お
け
る
急
患
等
の
被
保
険
者

に
係
る
一
部
負
担
金
及
び
保
険

料
（
税
）
の
徴
収
猶
予
の
取
扱
い

に
つ
い
て
」（
令
和
６
年
７
月
４

日
保
発
０
７
０
４
第
７
号
・
保
国

発
０
７
０
４
第
１
号
・
保
高
発

０
７
０
４
号
）
を
踏
ま
え
て
、
必

要
に
応
じ
て
徴
収
猶
予
を
活
用
す

る
こ
と
。

10	

マ
イ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康
保

険
証
の
一
体
化

（
１
）
資
格
確
認
書
の
有
効
期
間
等

に
つ
い
て

関
係
法
令
の
改
正
に
よ
り

令
和
６
（
２
０
２
４
）
年
12

月
２
日
か
ら
従
来
の
健
康
保

険
証
の
新
規
発
行
が
終
了
と

な
り
、
マ
イ
ナ
保
険
証
（
健

康
保
険
証
の
利
用
登
録
を

行
っ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
）
を
基
本
と
す
る
仕
組
み

へ
移
行
さ
れ
た
。

マ
イ
ナ
保
険
証
を
保
有
し

な
い
被
保
険
者
に
は
、
当
分

の
間
、
申
請
に
よ
ら
ず
資
格

確
認
書
を
発
行
す
る
が
、
資

格
確
認
書
の
有
効
期
限
は
県
・

市
町
・
国
保
連
合
会
間
の
協

議
を
経
て
原
則
１
年
間
と
し

て
い
る
。

ま
た
、
資
格
確
認
書
の
必

須
記
載
事
項
も
「
資
格
確
認

書
の
様
式
等
に
つ
い
て
」（
令

和
５
年
12
月
22
日
事
務
連
絡
）

を
踏
ま
え
て
、
同
様
の
協
議

を
経
て
決
定
し
て
い
る
こ
と

に
留
意
す
る
こ
と
。

（
２
）
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ

ス
テ
ム
（
以
下
「
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
」
と
い
う
。）
に

お
け
る
正
確
な
資
格
情
報
等

の
登
録

令
和
３
（
２
０
２
１
）
年

10
月
20
日
か
ら
本
格
運
用

が
開
始
さ
れ
て
い
る
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
に
つ
い
て
は
、

異
な
る
被
保
険
者
の
個
人
番

号
が
登
録
さ
れ
て
い
た
事
案

を
受
け
て
「
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
等
シ
ス
テ
ム
に
お
け

る
正
確
な
資
格
情
報
等
の
登

録
に
つ
い
て
」（
令
和
４
年
１

月
27
日
保
国
発
０
１
２
７
第

１
号
等
（
令
和
５
年
５
月
23

日
一
部
改
正
））
に
お
い
て
留

意
事
項
が
示
さ
れ
、
個
人
番

号
の
取
得
・
登
録
・
修
正
を

行
う
際
の
基
本
的
留
意
事
項
、

異
な
る
個
人
番
号
が
登
録
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
検
知
し
た

場
合
の
対
応
手
順
が
示
さ
れ

て
い
る
の
で
適
切
に
運
用
す

る
こ
と
。

ま
た
、
Ｄ
Ｖ
・
虐
待
等
被

害
者
の
個
人
情
報
で
あ
る
避

難
先
の
住
所
等
が
加
害
者
に

特
定
さ
れ
な
い
よ
う
、
直
接

本
人
に
確
認
す
る
な
ど
に
十

分
留
意
す
る
こ
と
と
し
て
「
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
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テ
ム
に
お
け
る
正
確
な
資
格

情
報
等
の
登
録
に
向
け
た
一

連
の
作
業
に
お
け
る
Ｄ
Ｖ
・

虐
待
等
被
害
者
の
保
護
の
た

め
の
対
応
に
つ
い
て
（
注
意

喚
起
）」（
令
和
５
年
９
月
15

日
事
務
連
絡
）
が
示
さ
れ
て

い
る
の
で
注
意
す
る
こ
と
。

（
３
）
マ
イ
ナ
保
険
証
保
有
者
へ
の

資
格
情
報
通
知
書
の
通
知

健
康
保
険
証
の
廃
止
後
は
、

マ
イ
ナ
保
険
証
の
保
有
者

が
自
身
の
被
保
険
者
資
格
等

を
簡
易
に
把
握
で
き
る
よ
う
、

新
規
資
格
取
得
時
や
負
担
割

合
の
変
更
時
（
70
歳
以
上
の

被
保
険
者
の
み
）
等
に
資
格

情
報
通
知
書
（
資
格
情
報
の

お
知
ら
せ
）
を
交
付
す
る
こ

と
と
さ
れ
た
た
め
、
当
該
通

知
書
を
確
実
に
通
知
す
る
こ

と
。な

お
、
資
格
確
認
書
が
交

付
さ
れ
た
者
は
当
該
通
知
書

の
交
付
対
象
者
か
ら
除
か
れ

る
た
め
留
意
す
る
こ
と
。

（
４
）
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
促
進

に
向
け
た
取
組

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
促

進
や
現
行
の
健
康
保
険
証
廃

止
後
の
対
応
に
つ
い
て
、
被

保
険
者
等
へ
の
確
実
な
周

知
・
広
報
を
行
う
こ
と
と
し

て
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

と
健
康
保
険
証
の
一
体
化
に

関
す
る
周
知
広
報
に
つ
い
て
」

（
令
和
５
年
４
月
28
日
事
務
連

絡
、
令
和
５
年
６
月
９
日
事

務
連
絡
、
令
和
６
年
１
月
12

日
事
務
連
絡
、
令
和
６
年
４

月
30
日
事
務
連
絡
）
が
示
さ

れ
、
特
に
、
マ
イ
ナ
保
険
証

の
利
用
促
進
に
つ
い
て
積
極

的
に
各
種
取
組
を
進
め
る
よ

う
示
さ
れ
て
い
る
た
め
、
各

市
町
で
の
実
情
等
に
応
じ
た

取
組
を
検
討
・
実
施
し
て
い

く
こ
と
。

（
５
）
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登
録

解
除
の
運
用
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登

録
は
任
意
で
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
利
用
登
録
の
解
除
を

希
望
さ
れ
る
方
の
解
除
手
続

に
つ
い
て
は
「
マ
イ
ナ
保
険

証
の
利
用
登
録
の
解
除
に
つ

い
て
」（
令
和
６
年
２
月
９
日

事
務
連
絡
）
が
、
具
体
的
な

運
用
に
つ
い
て
は
「
マ
イ
ナ

保
険
証
の
利
用
登
録
解
除
の

運
用
に
つ
い
て
」（
令
和
６
年

10
月
９
日
事
務
連
絡
）
が
示

さ
れ
て
い
る
た
め
留
意
す
る

こ
と
。

（
６
）
そ
の
他

（
１
）
か
ら
（
５
）
の
ほ
か
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健

康
保
険
証
の
一
体
化
に
関
連

し
て
示
さ
れ
て
い
る
取
扱
通

知
等
（
及
び
今
後
示
さ
れ
る

取
扱
通
知
等
）
に
留
意
し
な

が
ら
、
事
務
処
理
に
当
た
る

こ
と
。

○
国
保
組
合
に
関
す
る
事
項

国
保
組
合
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、

以
下
の
点
に
も
留
意
す
る
こ
と
。

１	

適
用
の
適
正
化

被
保
険
者
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

組
合
規
約
に
定
め
る
組
合
員
の
業

種
（
現
に
業
務
に
従
事
し
て
い
る

か
否
か
を
含
む
。）、
住
所
、
勤
務

先
の
業
態
及
び
健
康
保
険
の
適
用

除
外
承
認
手
続
き
の
確
認
を
徹
底

す
る
こ
と
。 

ま
た
、「
国
民
健
康
保
険
組
合

の
組
合
員
資
格
の
適
正
な
取
扱
い

に
つ
い
て
」（
平
成
24
年
３
月
26

日
保
国
発
０
３
２
６
第
１
号
）
に

基
づ
き
、
定
期
的
に
被
保
険
者
資

格
の
確
認
を
行
う
等
、
適
正
な
取

扱
い
を
徹
底
す
る
こ
と
。 

２	

法
令
遵
守
体
制
の
整
備

「
国
民
健
康
保
険
組
合
に
お
け

る
法
令
遵
守
（
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
）
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
（
通

知
）」（
平
成
22
年
９
月
10
日
保
国

発
０
９
１
０
第
１
号
）
に
基
づ
き
、

法
令
遵
守
体
制
の
整
備
に
取
り
組

む
こ
と
。 

３	

個
人
情
報
等
の
適
正
な
管
理

国
保
組
合
が
扱
う
個
人
情
報
等

の
重
要
情
報
に
つ
い
て
は
、
個

人
情
報
保
護
法
及
び
「
国
民
健
康

保
険
組
合
に
お
け
る
個
人
情
報
の

適
切
な
取
扱
い
の
た
め
の
ガ
イ
ダ

ン
ス
に
つ
い
て
（
通
知
）」（
平
成

29
年
４
月
14
日
個
情
第
５
４
０
号
、

保
発
０
４
１
４
第
16
号
）（
令
和

６
年
３
月
12
日
一
部
改
正
）
に
基

づ
き
適
正
な
管
理
に
取
り
組
む
こ

と
。ま

た
、
個
人
番
号
利
用
事
務
を

受
託
し
て
い
た
事
業
者
が
、
最
初

の
委
託
者
で
あ
る
地
方
公
共
団
体

等
の
許
諾
を
得
ず
に
同
事
務
を
再

委
託
し
て
い
た
事
案
に
関
連
し
て
、

番
号
法
違
反
の
事
例
を
明
確
化
す

る
た
め
、「
特
定
個
人
情
報
の
適

正
な
取
扱
い
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
（
事
業
者
編
）」
が
改
正
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
、
特
定

個
人
情
報
に
つ
い
て
適
正
に
取
り

扱
う
こ
と
。（「
特
定
個
人
情
報
の

適
正
な
取
扱
い
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
改
正
に
つ
い
て
（
依

頼
）」（
令
和
元
年
12
月
10
日
個
情

第
１
１
４
４
号
））

○
国
保
連
合
会
に
関
す
る
事
項

第
１	

審
査
の
充
実
強
化

レ
セ
プ
ト
の
審
査
支
払
事
務
に

つ
い
て
は
、
審
査
専
門
部
会
の
審
査

対
象
の
拡
大
、
事
務
点
検
期
間
及
び

審
査
委
員
会
に
お
け
る
審
査
期
間

の
延
長
等
に
よ
り
事
務
共
助
の
充

実
及
び
審
査
体
制
を
拡
充
し
、
審
査

の
充
実
・
強
化
及
び
効
率
化
に
努
め

る
こ
と
。
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第
２	

保
険
者
支
援

１	

保
険
者
事
務
共
同
電
算
処
理
事

業
等
の
充
実
・
強
化 

保
険
者
事
務
共
同
電
算
処
理
事

業
及
び
第
三
者
行
為
求
償
事
務
共

同
処
理
事
業
に
つ
い
て
は
、
保
険

者
の
事
務
処
理
の
効
率
化
等
を
図

る
た
め
充
実
・
強
化
す
る
こ
と
。 

特
に
第
三
者
行
為
求
償
に
つ
い

て
は
、
研
修
会
の
開
催
や
損
害
保

険
関
係
団
体
、
医
療
機
関
等
と
の

連
携
強
化
に
加
え
、
直
接
求
償
事

務
に
関
し
て
、
保
険
者
の
ニ
ー
ズ

に
専
門
的
・
的
確
に
応
じ
ら
れ
る

よ
う
、
将
来
的
に
全
て
の
傷
害
事

故
に
つ
い
て
受
託
で
き
る
体
制
を

構
築
す
る
こ
と
。

２	

医
療
費
分
析
等
の
充
実
・
活
用 

医
療
費
分
析
等
に
つ
い
て
は
、

保
険
者
に
お
い
て
医
療
費
等
の
分

析
結
果
に
基
づ
く
効
果
的
な
保
健

事
業
の
実
施
を
図
る
た
め
、
疾
病

統
計
及
び
重
複
・
頻
回
受
診
者
リ

ス
ト
等
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に

そ
の
活
用
方
法
の
教
示
等
を
行
う

こ
と
。 

な
お
、
疾
病
統
計
等
に
つ
い
て

は
、
保
険
者
に
と
っ
て
有
効
か
つ

必
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
か
活

用
状
況
を
把
握
し
、
的
確
な
情
報

を
提
供
す
る
と
と
も
に
電
算
事
務

の
効
率
化
を
推
進
す
る
こ
と
。

３	

レ
セ
プ
ト
点
検
調
査
の
支
援 

レ
セ
プ
ト
点
検
調
査
の
支
援
に

つ
い
て
は
、
保
険
者
に
お
け
る

レ
セ
プ
ト
点
検
調
査
の
内
容
点
検

の
充
実
を
図
る
た
め
、
保
険
者
の

実
態
に
応
じ
た
レ
セ
プ
ト
点
検
調

査
に
係
る
研
修
及
び
内
容
点
検
を

的
確
に
行
う
た
め
の
情
報
提
供
等
、

積
極
的
な
支
援
を
行
う
こ
と
。

４	

保
健
事
業
の
支
援 

保
健
事
業
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

保
険
者
が
特
定
健
康
診
査
・
特
定

保
健
指
導
を
円
滑
に
実
施
で
き
る

よ
う
支
援
す
る
と
と
も
に
、
デ
ー

タ
ヘ
ル
ス
計
画
の
策
定
支
援
を
は

じ
め
、
健
診
結
果
デ
ー
タ
等
を

活
用
し
て
各
保
険
者
の
実
態
に
応

じ
た
効
果
的
な
保
健
事
業
の
企
画
、

評
価
、
調
査
・
研
究
等
、
各
種
の

施
策
の
支
援
を
行
う
こ
と
。

ま
た
、
保
険
者
が
行
う
保
健
・

福
祉
事
業
と
の
連
携
に
配
意
し
た

保
健
事
業
の
展
開
に
対
す
る
支
援

等
に
も
配
意
す
る
こ
と
。

国
民
健
康
保
険
の
保
健
事
業
及

び
高
齢
者
に
対
す
る
保
健
事
業
に

つ
い
て
、
市
町
が
介
護
保
険
の
地

域
支
援
事
業
等
と
一
体
的
に
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
診
療

報
酬
請
求
書
及
び
特
定
健
康
診
査

等
に
関
す
る
記
録
に
係
る
情
報
そ

の
他
の
国
民
の
保
健
医
療
の
向
上

及
び
福
祉
の
増
進
に
資
す
る
情
報

の
収
集
、
整
理
及
び
分
析
並
び
に

そ
の
結
果
の
活
用
の
促
進
に
努
め

る
こ
と
。（「「
医
療
保
険
制
度
の

適
正
か
つ
効
率
的
な
運
営
を
図
る

た
め
の
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
」
の
一
部
の
施
行

に
つ
い
て
（
通
知
）」（
令
和
元
年

５
月
22
日
保
発
０
５
２
２
第
２

号
））

５	

保
険
税
収
納
率
向
上
対
策
の
支

援 徴
収
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
活
用
し

て
、
保
険
者
に
対
し
て
長
期
滞
納
・

収
納
困
難
事
案
へ
の
対
応
方
法
の

相
談
及
び
職
員
研
修
に
よ
る
職
員

の
資
質
向
上
等
、
収
納
率
向
上
の

た
め
の
保
険
者
支
援
を
行
う
こ
と
。

第
３	

そ
の
他

１	

個
人
情
報
等
を
含
む
重
要
情
報

の
適
正
管
理

国
保
連
合
会
が
扱
う
個
人
情
報

等
の
重
要
情
報
に
つ
い
て
は
、
個

人
情
報
保
護
法
及
び
「
国
民
健
康

保
険
団
体
連
合
会
等
に
お
け
る
個

人
情
報
の
適
切
な
取
扱
い
の
た
め

の
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
つ
い
て
」（
平

成
29
年
４
月
14
日
個
情
第
５
４
１

号
、
保
発
第
０
４
１
４
第
10
号
）

（
令
和
６
年
３
月
12
日
一
部
改
正
）

に
基
づ
き
適
正
な
管
理
に
取
り
組

む
こ
と
。

ま
た
、
個
人
番
号
利
用
事
務
を

受
託
し
て
い
た
事
業
者
が
、
最
初

の
委
託
者
で
あ
る
地
方
公
共
団
体

等
の
許
諾
を
得
ず
に
同
事
務
を
再

委
託
し
て
い
た
事
案
に
関
連
し
て
、

番
号
法
違
反
の
事
例
を
明
確
化
す

る
た
め
、「
特
定
個
人
情
報
の
適

正
な
取
扱
い
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
（
事
業
者
編
）」
が
改
正
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
、
特
定

個
人
情
報
に
つ
い
て
適
正
に
取
り

扱
う
こ
と
。（「
特
定
個
人
情
報
の

適
正
な
取
扱
い
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
改
正
に
つ
い
て
（
依

頼
）」（
令
和
元
年
12
月
10
日
個
情

第
１
１
４
４
号
））

２	

事
務
の
改
善
等

国
保
連
合
会
に
お
け
る
不
正
及

び
事
故
の
防
止
に
つ
い
て
は
、
保

険
者
に
関
す
る
事
項
の
第
８
の
２

に
準
じ
て
実
施
す
る
こ
と
。

な
お
、
特
定
個
人
情
報
の
漏
え

い
事
案
等
が
発
生
し
た
場
合
の
対

応
に
つ
い
て
は
、「
事
業
者
に
お

け
る
特
定
個
人
情
報
の
漏
え
い
事

案
等
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応
に

つ
い
て
」（
平
成
27
年
特
定
個
人

情
報
保
護
委
員
会
告
示
第
２
号
）

に
基
づ
き
、
個
人
情
報
保
護
委
員

会
へ
報
告
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ

の
場
合
、
県
に
も
情
報
提
供
す
る

こ
と
。
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会
長
の
一
言

将来にわたり安心して医療を受けられる、
� 国保運営を推進するために

国保を取り巻く状況は、被保険者の減少、医療費の増大と厳しい状況
にあり、また、県内保険税水準の統一に向け、税率の改正について検討
が必要になるなどの課題を抱えておりますが、糖尿病重症化予防事業な
どの保健事業や、継続した医療費の適正化に取り組み、被保険者の皆様
が安心して健やかで元気に暮らせるよう、国保運営を推進するため尽力
してまいります。

国保運協会長プロフィール

蘒
はぎ

原
わら

　政
まさ

夫
お

佐野市

佐
野
市
は
、
栃
木
県
の
南
西
部
に
位

置
し
、
清
ら
か
な
水
と
美
し
い
緑
の
自

然
環
境
に
恵
ま
れ
た
中
山
間
地
域
と
、

住
宅
や
産
業
基
盤
が
集
積
す
る
都
市
的

地
域
を
併
せ
持
つ
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

住
み
や
す
い
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ウ
ホ
ネ
が
自
然
生

育
す
る
菊
沢
川
を
は
じ
め
と
す
る
清
流

や
肥
沃
な
土
地
、
自
然
環
境
に
も
恵
ま

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
水
稲
や
イ
チ
ゴ
、

ト
マ
ト
、
梨
な
ど
の
農
業
も
大
変
盛
ん

で
す
。

東
京
か
ら
70
キ
ロ
圏
内
に
位
置
し
て

お
り
、
東
北
自
動
車
道
と
北
関
東
自
動

車
道
が
交
差
し
、
市
内
に
４
つ
の
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
持
つ
な
ど
、
高
速
交

通
の
要
衝
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

国
の
指
定
史
跡
「
唐
沢
山
城
跡
」、
国

の
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ

た
一
千
年
の
歴
史
を
持
つ「
天
明
鋳
物
」

と
い
っ
た
薫
り
高
い
歴
史
や
伝
統
文
化

が
息
づ
く
ま
ち
で
も
あ
り
ま
す
。

令
和
４
年
３
月
に
策
定
し
た
、
第
２

次
佐
野
市
総
合
計
画
中
期
基
本
計
画
に

お
い
て
７
つ
の
基
本
目
標
を
定
め
て
い

ま
す
が
、
そ
の
１
つ
に
「
健
や
か
で
元

気
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
、

「
疾
病
を
予
防
し
健
康
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
政
策
を
進
め

る
た
め
、「
心
と
体
の
健
康
づ
く
り
の

推
進
」「
地
域
医
療
体
制
の
充
実
」「
感

染
症
対
策
の
推
進
」
の
施
策
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
本
市
は
健
康
寿
命
・
平

均
寿
命
が
全
国
及
び
県
平
均
を
下
回
っ

て
い
る
た
め
、
市
民
の
健
康
意
識
の
改

善
と
健
康
づ
く
り
へ
の
参
加
を
促
進
す

る
こ
と
や
、
特
定
健
康
診
査
の
受
診
率

の
向
上
の
た
め
の
対
策
な
ど
が
必
要
で

あ
り
、
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
本
市
の
国
保
運
営
協
議
会
会

長
を
務
め
ら
れ
る
蘒
原
政
夫
会
長
は
、

令
和
３
年
に
市
議
会
議
員
に
当
選
さ
れ
、

現
在
２
期
目
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
市

議
会
議
員
と
し
て
、
地
域
住
民
の
皆
様

と
行
政
の
架
け
橋
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
本
協
議
会
に
お

い
て
、
令
和
３
年
７
月
か
ら
運
営
協
議

会
委
員
と
し
て
、
令
和
７
年
５
月
か
ら

会
長
と
し
て
、
本
市
の
国
民
健
康
保
険

の
健
全
な
運
営
の
た
め
、
ご
尽
力
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

被
保
険
者
数
の
減
少
や
医
療
技
術
の
高

度
化
に
よ
る
一
人
当
た
り
の
医
療
費
の

増
加
な
ど
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
県
内
保
険
税
水
準
の
統
一
の
方

針
の
も
と
、
税
率
の
改
正
に
つ
い
て
も

検
討
が
必
要
と
な
る
な
ど
の
課
題
を
抱

え
て
お
り
ま
す
が
、
蘒
原
会
長
の
豊
富

な
知
識
と
幅
広
い
経
験
を
活
か
し
、
国

民
健
康
保
険
の
安
定
し
た
運
営
の
実
現

の
た
め
、
ご
活
躍
を
い
た
だ
け
る
こ
と

を
ご
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
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の
趣
味
と
健
康
法

私

心
と
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
秘
訣
上
三
川
町 

住
民
課 

課
長  

髙
橋
文
枝

健
康
な
毎
日
を
送
る
た
め
に
、

心
と
体
の
両
方
を
健
や
か
に
保
つ

こ
と
は
と
て
も
大
切
で
す
。
今
回

は
、
私
の
中
で
こ
の
二
つ
を
支
え

て
い
る
「
趣
味
」
と
、
あ
る
「
心

の
健
康
法
」
に
つ
い
て
お
話
し
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

日
々
の
生
活
の
中
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
ス
ト
レ
ス
に
直
面
し
ま
す
。

子
育
て
、
仕
事
、
人
間
関
係
…
時

に
は
ど
う
し
よ
う
も
な
く
落
ち
込

ん
だ
り
、
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。
そ
ん
な

時
、
私
が
心
の
中
で
唱
え
る
魔
法

の
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
「
ま

あ
い
い
か
」
で
す
。

こ
れ
は
投
げ
や
り
と
か
妥
協
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
仕
事
で
も
、
家
庭
で

も
、「
こ
う
あ
る
べ
き
だ
」
と
い
う

理
想
に
と
ら
わ
れ
ず
、
時
に
は
「
こ

れ
で
十
分
」「
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方

が
あ
る
よ
ね
」
と
、
張
り
詰
め
て
パ

ン
パ
ン
に
な
っ
た
気
持
ち
の
栓
を
抜

く
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
心
に
余
裕

が
生
ま
れ
、
自
然
と
笑
顔
に
な
れ
る

自
分
が
い
ま
す
。
こ
の
「
ま
あ
い
い

か
」
は
、
私
に
と
っ
て
ス
ト
レ
ス
を

た
め
な
い
た
め
の
最
強
の
ツ
ー
ル
で

あ
り
、
心
の
健
康
を
保
つ
上
で
欠
か

せ
な
い
言
葉
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

心
が
苦
し
く
な
っ
た
と
き
、
試
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。「
ま
あ
い
い
か
」

と
口
に
し
て
、
大
き
く
深
呼
吸
を
す

る
。
私
は
、
こ
れ
だ
け
で
気
持
ち
が

ス
ッ
キ
リ
し
ま
す
。

そ
し
て
、
体
の
健
康
を
維
持
し
、

さ
ら
に
ス
ト
レ
ス
発
散
に
も
大
い

に
役
立
っ
て
い
る
の
が
、
私
の
長

年
の
趣
味
で
あ
る
マ
マ
さ
ん
バ

レ
ー
で
す
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
全

身
を
使
う
運
動
な
の
で
、
体
力
維

持
に
も
貢
献
し
て
く
れ
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
体
力
的
に
き
つ
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
年
齢
を
気
に
せ

ず
、
若
者
に
混
じ
っ
て
全
力
で
身
体

を
動
か
す
こ
と
で
、
日
頃
の
ス
ト
レ

ス
を
忘
れ
、
心
地
良
い
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
適
度
な
疲
労

感
も
、
よ
い
睡
眠
に
つ
な
が
っ
て
い

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

大
会
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
が
、

「
ケ
ガ
し
な
い
よ
う
に
頑
張
ろ
う
ね
」

の
合
い
言
葉
の
も
と
、
今
で
も
参
加

で
き
る
こ
と
は
、
本
当
に
あ
り
が
た

い
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

「
ま
あ
い
い
か
」
と
い
う
心
の
ゆ

と
り
と
、
楽
し
ん
で
体
を
動
か
す
こ

と
、
本
当
に
シ
ン
プ
ル
な
習
慣
で
す

が
、
こ
れ
が
私
に
と
っ
て
の
「
健
康

法
」
で
あ
り
、
毎
日
を
明
る
く
楽
し

く
生
き
る
た
め
の
秘
訣
で
す
。
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保険者
だより

下野市では、「健康しもつけ21プラン（第3次下野市健康増進計画）」や「歯と口腔の健康づくり推進条例」に基づき、
市民一人ひとりが自らの健康づくりに取り組めるような歯科保健事業を下記の図のように展開しています。

【下野市の健康づくりの目指す姿　歯科・口腔】

　� （参考　第3次健康しもつけ21プラン）

主な事業としては、小山歯科医師会と連携して「歯周疾患検診」、「口腔がん検診」、「2歳児歯科検診」、「フッ素
塗布事業」、「8020運動の表彰事業」、「小山歯科医師会市民公開講座」を実施しております。特に口腔がんは早期
に発見できれば90％以上が治癒するとされておりますが、認知度の低さや検診の普及不足から、進行した状態で
発見されるケースも少なくありません。このため、下野市では令和7年度口腔がん検診の受診勧奨を積極的に行い、
市民の健康を守る上で欠かせない取り組みとして推進しております。

これらの取り組みを通して、市民が主体的に自分自身の健康維持に取り組めるよう支援し、健康寿命の延伸に寄
与することを目的に、今後も小山歯科医師会と連携を深め、より充実した歯科保健事業を推進してまいります。

「口腔がん検診」 「フッ素塗布」

下野市の歯科保健事業

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」19



医
師
会
と
協
力
し
た
受
診
勧
奨
に

よ
り
受
診
率
向
上
を
目
指
す

初
め
に
、
住
民
福
祉
部
住
民
課
の

小
谷
野
課
長
補
佐
兼
国
保
年
金
係
長

に
、
住
民
課
に
お
け
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
う
か
が
い
ま
し
た
。

壬
生
町
の
特
定
健
診
の
受
診
率
は

コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
を
取
り
戻
し
て

は
い
る
も
の
の
、
県
平
均
・
国
平
均

の
水
準
を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
が
課

題
と
の
こ
と
。

受
診
率
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
う
か
が
う
と
、「
特
に
個

別
健
診
の
受
診
率
が
、
他
市
町
に
比

べ
低
い
状
態
が
続
い
て
い
た
の
で
、

令
和
５
年
度
か
ら
は
健
診
対
象
者
全

員
へ
受
診
券
の
事
前
送
付
を
行
う
と

と
も
に
、
医
師
会
に
受
診
勧
奨
の
協

力
を
仰
い
だ
結
果
、
一
定
の
成
果
を

得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
事
前
送

付
に
よ
り
手
間
も
減
り
、
住
民
の
方

も
受
け
や
す
く
な
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
」
と
新
た
な
取
り
組
み

の
手
ご
た
え
を
話
し
ま
す
。

特
定
保
健
指
導
実
施
率
向
上
に

向
け
て

「
特
定
保
健
指
導
に
関
し
て
は
、

壬
生
町
の
概
要

壬
生
町
は
栃
木
県
央
南
部
に
位

置
し
て
お
り
、
東
西
８
・
０
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
南
北
１
２
・
５
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
面
積
６
１
・
０
６
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
東
京
か
ら
は

北
に
約
90
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
距
離

に
あ
り
、
東
・
南
は
下
野
市
、
西

は
栃
木
市
、
北
は
鹿
沼
市
と
宇
都

宮
市
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。
地
勢

は
、
西
境
を
思
川
、
中
央
部
を
黒
川
、

東
境
沿
い
を
姿
川
が
流
れ
て
お
り
、

関
東
平
野
の
北
部
に
当
た
る
ほ
ぼ

平
坦
な
地
形
で
、
標
高
は
50
～

１
０
０
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
ま

す
。
東
武
宇
都
宮
線
の
４
つ
の
駅

が
町
内
に
あ
る
と
と
も
に
、
北
関

東
自
動
車
道
壬
生
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
が
東
北
自
動
車
道
と
連
結
し

て
お
り
、
広
域
的
交
通
の
利
便
性

が
高
い
町
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
30
年
代
か
ら
お
も
ち
ゃ
団

地
や
獨
協
医
科
大
学
の
誘
致
を
進

め
、
近
年
で
は
北
関
東
自
動
車

道
及
び
壬
生
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、

県
道
宇
都
宮
栃
木
線
等
が
整
備
さ

れ
る
と
と
も
に
、
壬
生
総
合
公

園
、
東
雲
公
園
を
は
じ
め
と
し
た

公
園
や
緑
地
が
充
実
し
た
、
便
利

で
快
適
な
「
緑
園
都
市
」
と
し
て

発
展
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
口

10
万
人
当
た
り
の
医
師
数
全
国
５

位
、
人
口
10
万
人
当
た
り
の
看
護

師
数
全
国
５
位
と
な
る
な
ど
、
医

療
環
境
の
充
実
な
ど
を
理
由
に
「
住

み
よ
い　

住
み
続
け
た
い
」
と
思

う
町
民
が
９
割
近
く
に
達
し
、
ま

す
ま
す
「
住
み
た
い
住
み
続
け
た

い
町
」
へ
と
歩
ん
で
い
ま
す
。

「
住
ん
で
み
た
い
」
と
思
え
る

町
の
実
現
を
目
指
し
て

誰
も
が
「
住
み
続
け
た
い
住
ん
で

よ
か
っ
た
」、
そ
し
て
「
住
ん
で
み

た
い
」
と
思
え
る
町
の
実
現
を
目
指

し
、
町
全
体
の
魅
力
を
一
体
と
し
て

高
め
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
し
て
将
来
都

市
像
を
「
子
育
て
・
健
康
・
壬
力
が

キ
ラ
リ　

幸
せ
実
感　

住
み
よ
い

“
壬
生
町
”」
と
し
て
い
る
壬
生
町
を

訪
れ
、
目
指
す
町
づ
く
り
や
国
保
税

収
納
率
向
上
に
係
る
取
組
、
住
民
の

健
康
づ
く
り
支
援
等
に
つ
い
て
お
話

を
う
か
が
い
ま
し
た
。

壬
生
町

住
み
た
い
住
み
続
け
た
い
町
へ

      

みてある

壬生町

壬生町第146回

突 撃 ル ポ

しののめ公園と黒川
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医
師
会
と
協
力
し
た
受
診
勧
奨
に

よ
り
受
診
率
向
上
を
目
指
す

初
め
に
、
住
民
福
祉
部
住
民
課
の

小
谷
野
課
長
補
佐
兼
国
保
年
金
係
長

に
、
住
民
課
に
お
け
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
う
か
が
い
ま
し
た
。

壬
生
町
の
特
定
健
診
の
受
診
率
は

コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
を
取
り
戻
し
て

は
い
る
も
の
の
、
県
平
均
・
国
平
均

の
水
準
を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
が
課

題
と
の
こ
と
。

受
診
率
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
う
か
が
う
と
、「
特
に
個

別
健
診
の
受
診
率
が
、
他
市
町
に
比

べ
低
い
状
態
が
続
い
て
い
た
の
で
、

令
和
５
年
度
か
ら
は
健
診
対
象
者
全

員
へ
受
診
券
の
事
前
送
付
を
行
う
と

と
も
に
、
医
師
会
に
受
診
勧
奨
の
協

力
を
仰
い
だ
結
果
、
一
定
の
成
果
を

得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
事
前
送

付
に
よ
り
手
間
も
減
り
、
住
民
の
方

も
受
け
や
す
く
な
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
」
と
新
た
な
取
り
組
み

の
手
ご
た
え
を
話
し
ま
す
。

特
定
保
健
指
導
実
施
率
向
上
に

向
け
て

「
特
定
保
健
指
導
に
関
し
て
は
、

基
本
的
に
対
面
で
行
う
と
い
う
こ
と

か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
い
ま
だ
忌

避
さ
れ
て
い
る
状
態
が
続
い
て
お
り
、

実
施
率
向
上
の
た
め
に
は
ア
プ
ロ
ー

チ
の
仕
方
を
か
え
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
」
と
対
面
で
実
施
す
る
こ
と

の
難
し
さ
を
話
し
ま
す
。

令
和
６
年
度
か
ら
は
オ
ン
ラ
イ

ン
で
予
約
や
保
健
指
導
が
で
き
る

よ
う
環
境
を
整
備
し
た
そ
う
で
す
。

今
後
は
、
ナ
ッ
ジ
理
論
を
活
用
し

た
対
象
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
な
ど

も
検
討
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
実

施
率
向
上
に
向
け
た
想
い
が
う
か

が
え
ま
し
た
。

現
年
分
を
中
心
と
滞
納
整
理
に

よ
り
徴
収
率
の
向
上
を
目
指
す

次
に
、
総
務
部
税
務
課
収
税
係

加
藤
係
長
に
、
税
務
課
に
お
け
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま

し
た
。

「
国
保
税
の
現
年
課
税
分
・
滞
納

繰
越
分
の
徴
収
率
は
い
ず
れ
も
毎
年

上
昇
傾
向
で
す
」
と
話
す
一
方
、「
被

保
険
者
数
別
目
標
値
で
あ
る
95
％
に

は
到
達
で
き
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

現
年
分
の
徴
収
に
力
を
い
れ
て
い
き

ま
す
」
と
前
向
き
に
話
し
ま
す
。

おもちゃ博物館の「きんぐとくいーん」

わんぱく公園のわんぱくトレイン
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具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

「
財
産
調
査
の
対
象
者
に
つ
い
て
現

年
分
滞
納
者
を
優
先
と
す
る
こ
と

や
、
分
納
誓
約
時
に
は
現
年
分
か

ら
誓
約
す
る
こ
と
、
差
押
え
の
換

価
配
当
時
に
は
現
年
分
か
ら
優
先

し
て
充
当
す
る
な
ど
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
」
と
続
け
ま
す
。

収
納
手
数
料
の
引
き
上
げ
へ
の

対
応
が
課
題

令
和
６
年
度
か
ら
の
金
融
機
関
で

の
窓
口
収
納
の
有
料
化
や
、
令
和
７

年
度
か
ら
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納
手
数
料

の
値
上
げ
に
よ
る
収
納
手
数
料
の
増

加
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
口
座
振
替
は
納
付
し
忘
れ
の
防

止
と
な
る
ほ
か
、
手
数
料
が
最
も
安

価
で
あ
る
こ
と
か
ら
積
極
的
に
推
奨

し
て
い
き
ま
す
」
と
加
藤
係
長
は
話

し
ま
す
。

現
在
は
納
税
相
談
時
に
口
座
振
替

の
案
内
な
ど
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
が
、
今
後
は
発
送
物
へ
の
口

座
振
替
依
頼
書
の
同
封
を
検
討
し
て

い
る
と
の
こ
と
。

現
在
で
も
、
壬
生
町
の
納
付
方
法

別
で
の
口
座
振
替
で
の
納
付
率
は
、

約
42
％
と
栃
木
県
平
均
と
比
較
し
て

も
非
常
に
高
い
納
付
率
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
積
極
的
な
勧
奨
に
よ
り
更

な
る
口
座
振
替
納
付
率
の
向
上
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

限
ら
れ
た
職
員
数
の
中
で
の

効
率
的
な
業
務
が
課
題

３
名
と
い
う
少
数
で
実
務
に
あ

た
っ
て
お
り
、
限
ら
れ
た
職
員
数
の

中
で
の
効
率
的
な
業
務
遂
行
に
苦
慮

し
て
い
る
と
の
こ
と
。

対
策
に
つ
い
て
う
か
が
う
と
、

「
p
i
p
i
t
L
I
N
Q
に
よ
る
電

子
調
査
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と

で
効
率
的
な
財
産
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
係
内
の
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
こ
ま
め
に
行
い
、
業
務
の
進
捗

状
況
の
把
握
や
困
難
事
案
の
検
討
、

各
種
案
件
の
情
報
共
有
を
密
に
行
う

こ
と
で
、
滞
納
者
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な

対
応
へ
と
繋
げ
て
い
ま
す
」
と
話
し

ま
す
。

健
康
づ
く
り
の
ジ
ャ
ン
プ
ア
ッ
プ

教
室
で
健
康
づ
く
り
の
機
会
を
提
供

最
後
に
保
健
事
業
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
住
民
福
祉
部
健
康
福
祉

課
健
康
増
進
係
の
落
合
係
長
・
河
北

主
任
に
う
か
が
い
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
支
援
と
し
て
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
う
か
が
う
と
、「
生

活
習
慣
病
の
予
防
に
は
正
し
い
運
動

及
び
食
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が

大
切
で
あ
り
、
そ
の
機
会
の
提
供
と

し
て
『
健
康
づ
く
り
の
ジ
ャ
ン
プ

ア
ッ
プ
教
室
』
を
企
画
し
て
い
ま

す
。
昨
年
度
の
運
動
教
室
で
は
３
種

類
（
ヨ
ガ
、
バ
レ
ト
ン
、
健
康
体
操
）

を
２
回
ず
つ
、
計
６
回
、
睡
眠
に
つ

い
て
の
講
話
を
１
回
実
施
し
ま
し
た
。

調
理
実
習
は
ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
要
望

が
あ
っ
た
た
め
、
低
脂
質
料
理
の
内

容
で
２
回
実
施
し
ま
し
た
」
と
話
し

ま
す
。

参
加
者
は
延
べ
１
３
５
名
と
な
っ

て
お
り
、
住
民
か
ら
も
大
変
好
評
な

よ
う
で
す
。

「
若
年
層
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら

う
た
め
、
教
室
の
名
称
を
『
生
活
習

慣
病
予
防
教
室
』
か
ら
『
健
康
づ
く

り
の
ジ
ャ
ン
プ
ア
ッ
プ
教
室
』
へ
変

更
し
ま
し
た
。
若
い
世
代
が
興
味
関

心
を
持
ち
、
教
室
参
加
に
つ
な
が
る

よ
う
毎
年
教
室
内
容
を
検
討
し
て
ま

す
」
と
続
け
ま
す
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
メ
タ
ボ
予
防
教
室

で
さ
ら
な
る
健
康
増
進
を
目
指
す

健
康
を
保
持
増
進
し
た
い
74
歳

以
下
の
町
民
を
対
象
に
メ
タ
ボ
予

防
教
室
を
実
施
し
て
お
り
、
昨
年

度
の
参
加
者
は
合
計
12
回
で
延
べ

３
１
８
名
と
多
く
の
方
が
参
加
さ

れ
て
い
ま
す
。
新
た
な
取
り
組
み

に
つ
い
て
う
か
が
う
と
、「
今
年
度

よ
り
、
前
年
度
積
極
的
及
び
動
機

づ
け
支
援
対
象
だ
っ
た
方
に
個
別

に
参
加
を
呼
び
か
け
、
よ
り
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
予
防

す
る
目
的
に
沿
っ
た
教
室
内
容
へ

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
」
と
話

し
ま
す
。

身
長
、
体
重
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
、
血
圧
、

体
脂
肪
率
等
効
果
測
定
を
行
い
、
対

象
者
自
身
の
健
康
管
理
に
役
立
つ
教

室
と
な
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者
の
行
動
変
容
を
促
す
出
前

教
室
の
実
施
を
進
め
て
い
く

地
域
か
ら
依
頼
の
あ
っ
た
と
こ
ろ

に
出
向
き
健
康
教
室
も
実
施
し
て
い

ま
す
。
近
年
は
、
フ
レ
イ
ル
予
防
教

室
の
依
頼
が
多
く
、
講
話
の
み
で
な

く
、
運
動
や
栄
養
（
調
理
）、
オ
ー
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調理実習の様子

ラ
ル
フ
レ
イ
ル
な
ど
も
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。

「
対
象
者
の
理
解
や
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
て
、
家
庭
で
取
り
組
み
や
す
い

内
容
を
企
画
し
て
お
り
、
生
活
習
慣

の
改
善
・
健
康
の
増
進
に
役
立
て
て

ほ
し
い
」
と
話
し
ま
す
。

働
く
世
代
の
健
康
づ
く
り
支
援

が
課
題

働
く
世
代
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
課

題
と
の
こ
と
。「
今
年
度
よ
り
働
く

世
代
へ
の
健
康
づ
く
り
の
支
援
を
県

南
地
区
の
応
援
チ
ー
ム
の
一
員
と
し

て
壬
生
町
も
参
加
し
ス
タ
ー
ト
さ
せ

て
い
ま
す
」
と
新
た
な
取
り
組
み
に

つ
い
て
話
し
ま
す
。

今
後
は
、
町
商
工
会
と
も
連
携
し
、

依
頼
の
あ
っ
た
事
業
所
や
団
体
等
に

健
康
教
室
や
健
康
相
談
な
ど
の
実
施

を
検
討
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
働

く
世
代
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

み
ぶ
ま
ち
・
獨
協
健
康
大
学
で

町
の
健
康
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
る

日
常
の
病
気
の
予
防
や
健
康
づ
く

り
の
学
び
の
場
と
し
て「
み
ぶ
ま
ち
・

獨
協
健
康
大
学
」
を
、
壬
生
町
と
獨

協
医
科
大
学
が
連
携
・
協
力
し
、
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
は
受
講

生
主
体
で
社
会
資
源
と
人
と
を
つ
な

ぐ
活
動
が
出
来
な
い
か
を
考
え
、
実

践
し
て
い
く
そ
う
で
す
。

「
壬
生
町
の
健
康
づ
く
り
の
輪
を

広
げ
、
継
続
し
て
実
施
で
き
る
活

動
の
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
」
と
話

し
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
活
動
に
参
加
し
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
了
し
た
方
に
修
了

証
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

修
了
生
の
中
か
ら
『
健
康
リ
ー

ダ
ー
』
に
な
り
う
る
人
材
の
育
成
を

し
て
お
り
、
育
成
研
修
を
年
１
回
実

施
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
町
と
し

て
も
力
を
い
れ
て
い
る
事
業
で
あ
る

こ
と
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

適
切
な
食
習
慣
の
大
切
さ
を
調
理

実
習
に
よ
り
若
い
世
代
に
伝
え
る

壬
生
町
で
は
平
成
14
年
度
よ
り
食

生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
と
い
う
活

動
を
始
め
て
お
り
、
現
在
23
名
の
会

員
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

特
に
力
を
入
れ
て
い
る
活
動
を
う

か
が
う
と
、「
若
い
世
代
へ
適
切
な

食
習
慣
の
大
切
さ
を
理
解
し
、
共
食

を
楽
し
む
機
会
と
し
て
調
理
実
習
を

実
施
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

食
生
活
改
善
推
進
員
が
、
学
生
の
た

め
に
調
理
工
程
を
何
度
も
試
し
、
簡

単
に
で
き
る
工
夫
を
習
得
し
、
使
用

す
る
食
材
数
を
極
力
減
ら
す
な
ど
会

員
の
知
識
・
技
術
の
向
上
に
も
努
め

て
い
る
と
の
こ
と
。

「
参
加
者
か
ら
は
『
包
丁
を
使
う

の
初
め
て
』『
み
ん
な
と
一
緒
に
作
っ

て
、
食
べ
て
楽
し
か
っ
た
』
な
ど
の

声
が
あ
が
り
、
好
評
を
得
て
い
る
の

で
、
今
年
度
も
引
き
続
き
活
動
予
定

で
す
」
と
活
動
の
手
ご
た
え
を
話
し

ま
す
。

町
民
の
健
康
で
よ
り
良
い
暮
ら

し
の
た
め
に
、
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
様
々
な
事
業
に
取
り
組
む
壬
生

町
。
町
だ
け
で
は
な
く
、
他
団
体

と
も
連
携
を
密
に
し
、
事
業
に
取

り
組
む
様
子
が
印
象
に
残
る
取
材

と
な
り
ま
し
た
。

◎壬生町の概況
令和４年度 令和５年度 令和６年度

総 人 口（人） 38,473 38,281 37,987
総 世 帯 数（世帯） 16,391 16,601 16,709

国 保 被 保 険 者
加 入 世 帯 数（世帯） 5,149 4,932 4,793
被 保 険 者 数（人） 8,116 7,633 7,371
被 保 険 者 加 入 率（％） 21.1 19.9 19.4

保　 険　 料（税） 一 人 当 た り 調 定 額（円） 108,881 108,838 114,671
収納状況（現年分） 収 納 率（％） 92.69 93.30 93.25
一人当たりの療養諸費費用額（円） 341,226 354,901 349,816

特 定 健 診 ・ 特 定
保 健 指 導 の 状 況

特 定 健 診 受 診 率（％） 30.6 35.6 37.3
特定保健指導実施率（％） 20.1 17.1 20.0
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―
普
段
か
ら
入
念
に
身
体
の
ケ
ア
を

行
っ
て
い
る
と
う
か
が
い
ま
し
た
。
丹

野
選
手
が
普
段
健
康
の
面
で
気
を
付
け

て
い
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

食
事
、
睡
眠
は
ど
ち
ら
も
大
切
な
の

で
す
が
、
食
事
は
バ
ラ
ン
ス
よ
く
、
品

数
が
多
く
、
か
つ
ボ
リ
ュ
ー
ム
も
あ
る

も
の
を
食
べ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

特
別
な
こ
と
は
せ
ず
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く

３
食
し
っ
か
り
食
べ
る
と
い
う
こ
と
を

意
識
し
て
い
ま
す
。

―
睡
眠
面
で
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
？

睡
眠
は
、
決
ま
っ
た
リ
ズ
ム
で
寝
て

起
き
る
と
い
う
日
々
の
サ
イ
ク
ル
を
大

事
に
し
て
い
て
、
８
時
間
程
度
は
睡
眠

の
時
間
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

―
実
践
し
て
い
る
健
康
法
は
な
に
か
あ

り
ま
す
か
？

最
近
は
、
温
泉
や
サ
ウ
ナ
に
行
く
機

会
が
多
く
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、疲
労
回
復
と
い
う
意
味
で
は
、

交
代
浴
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
の
時
期
だ
と
体
内
に
熱
が
籠
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
の
で
、
熱
を
冷
ま
す
と
い

う
意
味
で
も
交
代
浴
は
効
果
的
で
す
。

―
高
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
力
を
維
持
す

る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
意
識

し
て
い
ま
す
か
？

そ
の
時
に
よ
っ
て
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
に
多
少
の
ム
ラ
が
出
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
極
力
波

が
少
な
く
な
る
よ
う
に
、
練
習
量
は
落

と
さ
ず
、
し
っ
か
り
練
習
し
て
、
し
っ

か
り
休
む
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
て
お

り
、
練
習
の
成
果
が
や
は
り
、
試
合
の

結
果
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
試
合
に
臨
む
前

の
準
備
を
大
事
に
し
て
い
る
の
で
、
ケ

ガ
も
少
な
く
や
れ
て
い
ま
す
。

今回は、県内プロサッカークラブ「栃木ＳＣ」
に所属し、今期でプロ21年目となり豊富な経験
を有している丹野選手に健康な身体作りの秘訣や
心構えを学ぶための取材を行いました。

アスリートから学ぶ健康法 !
プロサッカークラブ
栃木ＳＣ

ⓒ TOCHIGI SC

ⓒ TOCHIGI SC

〇生年月日：	1986年8月30日　　〇身長：186cm　　〇体重：80kg
〇経　　歴：	将監SSS ー FCみやぎバルセロナJrユースー FCみやぎバルセロナ

ユースーセレッソ大阪ー V・ファーレン長崎ーセレッソ大阪ー大
分トリニーターセレッソ大阪ー大分トリニーターセレッソ大阪ー
川崎フロンターレーいわてグルージャ盛岡

〇自分の性格をひとことで言うと：きっちり
〇こ こ だ け は 譲 れ な い こ と：準備

＃27  GK  丹野　研太 選手
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―
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
体
調
管
理
を
続
け

て
い
く
秘
訣
は
あ
り
ま
す
か
？

例
え
ば
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
と

い
っ
て
も
日
に
よ
っ
て
偏
り
は
で
る
も

の
で
す
。完
璧
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、

１
日
単
位
や
１
週
間
単
位
の
幅
を
持
た

せ
て
、
柔
軟
に
実
践
す
る
と
続
く
の
だ

と
思
い
ま
す
。

―
な
る
ほ
ど
。
や
は
り
目
標
を
決
め
た

ほ
う
が
続
け
や
す
か
っ
た
り
す
る
の
で

し
ょ
う
か
？

そ
う
で
す
ね
。
ま
ず
は
、
自
分
の
中

で
変
化
を
感
じ
ら
れ
た
ら
良
い
と
思
い

ま
す
。
私
た
ち
も
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
例
え
ば
、
体
重
を

増
や
す
に
し
て
も
減
ら
す
に
し
て
も
、

数
字
で
見
え
た
ほ
う
が
達
成
感
も
あ
る

と
思
い
ま
す
し
、
続
け
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
。

漠
然
と
し
た
目
標
に
向
か
う
よ
り

は
、
身
近
な
目
標
を
設
定
し
て
、
次
々

と
進
め
て
い
っ
た
方
が
続
け
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

―
猛
暑
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
暑
さ
対

策
と
し
て
気
を
付
け
て
い
る
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
？

や
は
り
体
重
が
落
ち
る
と
い
う
こ
と

が
良
く
な
い
の
で
、
水
分
と
食
事
を

し
っ
か
り
と
取
る
こ
と
を
意
識
し
て
い

ま
す
。
食
事
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
確
保
し

て
、
体
重
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に
す
る

と
い
う
こ
と
が
一
番
重
要
な
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

今
の
時
期
は
暑
さ
で
し
っ
か
り
と
食

事
を
と
る
こ
と
も
な
か
な
か
難
し
い
で

す
が
、
な
に
も
食
べ
な
い
・
飲
ま
な
い

と
い
う
の
が
一
番
良
く
な
い
の
で
、
サ

プ
リ
メ
ン
ト
を
活
用
す
る
な
ど
し
て
柔

軟
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
最
後

に
読
者
へ
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

健
康
に
つ
い
て
意
識
す
る
こ
と
で
身

体
の
状
態
が
良
く
な
っ
た
り
、
気
持
ち

が
前
向
き
に
な
っ
た
り
す
る
と
思
い
ま

す
。
人
生
を
豊
か
に
す
る
た
め
、
今
回

の
内
容
を
少
し
で
参
考
に
し
て
い
た
だ

け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

選
手
と
し
て
、
チ
ー
ム
と
し
て
は

ま
だ
ま
だ
目
標
の
立
ち
位
置
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
最
後
ま
で
諦
め
ず
に

戦
う
姿
を
見
せ
て
栃
木
県
の
皆
様
に
、

応
援
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
チ
ー
ム

に
な
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

以
上
、
栃
木
Ｓ
Ｃ
の
丹
野
選
手
へ

の
取
材
で
し
た
。
健
康
な
生
活
を
送

る
う
え
で
の
心
構
え
や
実
践
し
て
い

る
健
康
法
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
丹
野

選
手
が
普
段
行
っ
て
い
る
ス
ト
レ
ッ

チ
に
つ
い
て
も
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
回
は
ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル

を
使
用
し
た
ス
ト
レ
ッ
チ
と
な
っ
て

い
ま
す
。
読
者
の
皆
様
も
左
の
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら
是
非
動
画
を
ご
覧
に

な
っ
て
実
践
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

丹
野
選
手
、
貴
重
な
お
話
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ご

活
躍
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

丹野選手のストレッチ動画は
こちらから視聴できます。

Webページから記事をご覧の場合、
上記二次元コードをクリックして

動画を視聴いただけます。
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は
じ
め
に

皆
さ
ん
の
多
く
は
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

（
後
発
医
薬
品
）
と
は
、
新
薬
（
先
発
医

薬
品
）
の
特
許
が
切
れ
た
後
に
、
他
の
製

薬
企
業
が
厚
生
労
働
省
の
承
認
を
受
け
て

製
造
・
販
売
す
る
同
じ
有
効
成
分
の
医
薬

品
で
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
分
量
、

投
与
経
路
、
効
能
効
果
、
用
法
用
量
な
ど

は
基
本
的
に
は
先
発
医
薬
品
と
同
一
で
あ

り
、
同
等
の
効
き
目
（
有
効
性
お
よ
び
安

全
性
）
を
有
し
て
い
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
薬
価
は
先
発

医
薬
品
の
約
５
割
に
設
定
（
薬
価
基
準
に

初
回
収
載
時
、
そ
の
後
は
市
場
実
勢
価
格

に
基
づ
き
改
定
）
さ
れ
る
の
で
、
同
じ
薬

物
治
療
を
よ
り
安
価
に
実
現
で
き
ま
す
。

本
稿
で
３
回
に
渡
り
取
り
上
げ
る
「
バ
イ

オ
後
続
品
（
バ
イ
オ
シ
ミ
ラ
ー
）」
は
、「
バ

イ
オ
医
薬
品
」
に
お
け
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

に
相
当
す
る
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
初
回
は
バ

イ
オ
医
薬
品
・
バ
イ
オ
シ
ミ
ラ
ー
に
つ
い

て
、
第
２
回
は
バ
イ
オ
シ
ミ
ラ
ー
の
経
済

性
、
第
３
回
は
バ
イ
オ
シ
ミ
ラ
ー
の
使
用

促
進
を
紹
介
し
ま
す
。

バ
イ
オ
医
薬
品
：
タ
ン
パ
ク
質
の
薬

「
バ
イ
オ
医
薬
品
」
と
は
、
有
効
成
分

が
タ
ン
パ
ク
質
由
来
の
医
薬
品
で
す
。
タ

ン
パ
ク
質
は
、
多
数
の
ア
ミ
ノ
酸
が
配
列

し
た
大
き
な
分
子
構
造
を
し
て
お
り
、
筋

肉
・
臓
器
な
ど
身
体
の
構
成
成
分
や
、
ホ

ル
モ
ン
・
酵
素
・
抗
体
の
よ
う
に
身
体
の

機
能
を
調
整
す
る
物
質
で
す
。
医
薬
品
と

し
て
は
後
者
の
調
整
機
能
に
着
目
し
て
開

発
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
製
造
工
程
で
は
、
有
効
成
分
の
タ

ン
パ
ク
質
を
合
成
す
る
た
め
の
情
報
を
持

つ
遺
伝
子
を
生
産
用
細
胞
に
遺
伝
子
組
み

換
え
技
術
を
用
い
て
導
入
し
ま
す
。
そ
し

て
、
細
胞
培
養
の
技
術
に
よ
り
生
産
用
細

胞
か
ら
な
る
セ
ル
バ
ン
ク
を
構
築
す
る
と

共
に
、
原
薬
と
な
る
タ
ン
パ
ク
質
を
精
製

し
て
製
剤
化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
遺
伝

子
組
み
換
え
や
細
胞
培
養
な
ど
の
バ
イ
オ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
（
生
物
工
学
）
を
応
用
し

て
製
造
す
る
の
で
「
バ
イ
オ
医
薬
品
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
。

一
般
的
な
医
薬
品
で
は
、
そ
の
有
効
成

分
は
低
分
子
で
あ
り
化
学
合
成
に
よ
り
製

造
さ
れ
て
い
る
た
め
、
開
発
・
製
造
コ
ス

ト
も
バ
イ
オ
医
薬
品
と
比
べ
る
と
安
価
で

す
（
一
部
に
例
外
は
あ
り
ま
す
）。
バ
イ

オ
医
薬
品
は
上
記
の
よ
う
な
高
度
な
技
術

や
製
造
設
備
を
必
要
と
す
る
の
で
薬
価
も

高
額
な
も
の
が
多
い
で
す
。

バ
イ
オ
医
薬
品
の
特
徴

バ
イ
オ
医
薬
品
は
、
身
体
に
お
い
て
不

足
・
欠
損
し
て
い
る
タ
ン
パ
ク
質
を
補
充

す
る
こ
と
や
、
疾
患
に
関
わ
る
標
的
分
子

に
直
接
働
き
か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
た
め
、
低
分
子
医
薬
品
で
は
十
分
な

治
療
効
果
が
得
ら
れ
て
い
な
い
が
ん
や
自

己
免
疫
疾
患
な
ど
の
難
治
性
疾
患
へ
の
応

用
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
有
効

成
分
が
タ
ン
パ
ク
質
で
あ
り
疾
患
治
療
に

対
す
る
標
的
分
子
へ
の
特
異
性
が
高
い
た

め
、
本
来
の
作
用
以
外
に
よ
る
副
作
用
が

比
較
的
少
な
い
こ
と
も
特
徴
で
す
。

バ
イ
オ
医
薬
品
の
有
効
成
分
は
、
ホ
ル

モ
ン
、
酵
素
、
サ
イ
ト
カ
イ
ン
、
抗
体
な

ど
様
々
で
す
。
歴
史
的
に
は
、
糖
尿
病
治

療
に
用
い
ら
れ
る
イ
ン
ス
リ
ン
製
剤
が
最

初
の
バ
イ
オ
医
薬
品
に
な
り
ま
す
。
近
年

で
は
医
学
・
薬
学
の
発
展
や
創
薬
技
術
の

高
度
化
に
よ
り
、
抗
体
医
薬
品
が
増
え
て

い
ま
す
。
今
後
も
例
え
ば
抗
体
薬
物
複
合

体
（
抗
体
と
薬
物
を
結
合
さ
せ
、
標
的
で

あ
る
が
ん
細
胞
に
特
異
的
に
結
合
し
て
が

ん
細
胞
を
攻
撃
で
き
る
）
の
よ
う
な
進
化

形
の
次
世
代
抗
体
医
薬
品
が
開
発
さ
れ
る

な
ど
、
バ
イ
オ
医
薬
品
等
が
将
来
市
場
を

牽
引
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

一
方
で
、
バ
イ
オ
医
薬
品
は
前
述
の
よ

う
に
高
額
で
あ
る
た
め
、
国
民
医
療
費
に

対
す
る
影
響
は
年
々
大
き
く
な
り
ま
す
。

世
界
の
医
薬
品
市
場
に
お
け
る
バ
イ
オ
医

薬
品
が
占
め
る
割
合
は
２
０
２
８
年
に
は

５
割
以
上
に
な
る
と
の
予
測
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
医
療
費
を
下
げ
て
、
患
者
さ
ん

の
自
己
負
担
や
保
険
料
負
担
も
減
ら
す
た

め
に
「
バ
イ
オ
シ
ミ
ラ
ー
」
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

バ
イ
オ
シ
ミ
ラ
ー
と
は
？

「
バ
イ
オ
シ
ミ
ラ
ー
」
と
は
、
国
内
で

既
に
新
薬
（
新
有
効
成
分
含
有
医
薬
品
）

と
し
て
承
認
さ
れ
て
い
る
先
行
バ
イ
オ
医

特別寄稿特別寄稿

第  回1

バ
イ
オ
後
続
品（
バ
イ
オ
シ
ミ
ラ
ー
）の
使
用
促
進
に
向
け
て

 

〜
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医
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品
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バ
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〜
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浜松医科大学医学部附属病院
教授・薬剤部長

1990年	 東京大学薬学部　卒業
1995年	 東京大学大学院薬学系研究科博士課程　修了、博士（薬学）
1995年	 東京大学医学部附属病院薬剤部　助手
1998年	 オランダ・ライデン大学　客員研究員（2000年まで）
1999年	 富山医科薬科大学（現 富山大学）附属病院　助教授・副薬剤部長
2006年	 浜松医科大学医学部附属病院　教授・薬剤部長
2016年	 日本病院薬剤師会　副会長
2018年	 日本薬剤師会　副会長　現在に至る

表１．ジェネリック医薬品とバイオシミラーの比較
ジェネリック医薬品 バイオシミラー

先発医薬品／先行医薬品 化学合成医薬品 バイオ医薬品
後発医薬品／後続医薬品に求
められる条件

先発医薬品と同一の有効成分
であること
先発医薬品と同一の用法・用
量で、同一の効能・効果を示
すこと

先行バイオ医薬品と同等／同
質の品質、安全性および有効
性を有すること

先発医薬品／先行医薬品との
有効成分（品質特性）の比較

同一であること 同等性／同質性（類似性）

剤形 内服剤、注射剤、外用剤など 注射剤
臨床試験 静脈注射用製剤以外は基本的

に生物学的同等性試験による
評価が必要

先行バイオ医薬品との同等性
／同質性を評価する試験が必
要

製造販売後調査 原則として実施しない 原則として実施する

薬
品
と
「
同
等
／
同
質
」
の
品
質
、安
全
性
、

有
効
性
を
有
す
る
医
薬
品
と
し
て
、
異
な

る
製
造
販
売
業
者
に
よ
り
開
発
さ
れ
る
医

薬
品
に
な
り
ま
す
。
そ
の
品
質
、
安
全
性

お
よ
び
有
効
性
に
つ
い
て
は
、
先
行
品
と

の
比
較
か
ら
得
ら
れ
た
同
等
性
／
同
質
性

を
示
す
デ
ー
タ
等
に
基
づ
き
開
発
さ
れ
ま

す
。「同

等
性
／
同
質
性
」
と
は
、
先
行
品

と
バ
イ
オ
シ
ミ
ラ
ー
の
品
質
特
性
の
類
似

性
が
高
い
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
品
質
特

性
に
何
ら
か
の
差
異
が
見
出
さ
れ
た
と
し

て
も
、
製
造
販
売
さ
れ
る
最
終
製
品
の
臨

床
的
有
効
性
・
安
全
性
に
影
響
を
及
ぼ
す

も
の
で
は
な
い
こ
と
が
、
非
臨
床
試
験
・

臨
床
試
験
等
の
結
果
に
基
づ
い
て
科
学
的

に
判
断
で
き
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

冒
頭
に
も
記
し
ま
し
た
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
」
と
「
バ
イ
オ
シ
ミ
ラ
ー
」
と

の
比
較
を
表
１
に
ま
と
め
ま
し
た
。
低
分

子
で
あ
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
先
発

品
と
化
学
的
に
同
一
構
造
で
す
が
、
バ
イ

オ
シ
ミ
ラ
ー
は
先
行
品
と
の
同
等
性
／
同

質
性
（
い
わ
ば
類
似
性
）
を
評
価
し
て
承

認
さ
れ
ま
す
。
そ
の
理
由
を
次
に
ご
説
明

し
ま
す
。

バ
イ
オ
医
薬
品
の
分
子
多
様
性

バ
イ
オ
医
薬
品
で
は
、
タ
ン
パ
ク
質
の

ア
ミ
ノ
酸
配
列
（
一
次
構
造
）
は
基
本
的

に
は
変
わ
り
ま
せ
ん
（
遺
伝
子
配
列
で
決

定
さ
れ
る
た
め
）。
し
か
し
、
遺
伝
子
か

ら
転
写
・
翻
訳
後
に
様
々
な
翻
訳
後
修
飾

（
糖
鎖
修
飾
な
ど
）
を
受
け
る
の
で
、
タ

ン
パ
ク
質
の
高
次
構
造
や
機
能
は
変
わ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
同
じ
生
産
用
細
胞
で

も
培
養
条
件
な
ど
様
々
な
要
因
で
分
子
に

違
い
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
、こ
れ
を「
分

子
多
様
性
」
と
言
い
ま
す
。

バ
イ
オ
医
薬
品
の
製
造
工
程
で
は
、
例

え
ば
製
造
ロ
ッ
ト
間
や
製
法
を
一
部
変
更

し
た
前
後
で
も
、
薬
と
し
て
の
性
質
（
物

理
化
学
的
特
性
や
生
物
学
的
活
性
な
ど
）

に
違
い
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
こ
の
よ
う
な
違
い
が
生
じ
た
と
し

て
も
、
臨
床
的
な
有
効
性
・
安
全
性
へ
の

影
響
の
な
い
範
囲
に
収
ま
る
よ
う
厳
密
に

管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
バ
イ
オ
シ
ミ
ラ
ー
で
も
同

様
で
す
。
誤
解
と
し
て
は
、
先
行
バ
イ
オ

医
薬
品
は
一
様
な
構
造
や
性
質
を
有
し
て

お
り
、
バ
イ
オ
シ
ミ
ラ
ー
だ
け
が
一
定
範

囲
内
で
バ
ラ
つ
い
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
を
持

た
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
実
際
に
は
先

行
バ
イ
オ
医
薬
品
・
バ
イ
オ
シ
ミ
ラ
ー
と

も
に
、
バ
イ
オ
医
薬
品
と
し
て
の
許
容
範

囲
内
で
製
造
販
売
が
承
認
さ
れ
て
、
そ
の

後
も
製
造
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
販
さ
れ
て
い
る
バ
イ
オ
シ
ミ
ラ
ー

現
在
、
以
下
の
疾
患
領
域
等
で
バ
イ
オ

シ
ミ
ラ
ー
が
承
認
さ
れ
て
い
ま
す
：
糖
尿

病
、
骨
粗
鬆
症
、
腎
性
貧
血
、
成
長
ホ
ル

モ
ン
分
泌
不
全
性
低
身
長
症
、
フ
ァ
ブ

リ
ー
病
、
加
齢
黄
斑
変
性
等
、
関
節
リ
ウ

マ
チ
、
が
ん
（
リ
ン
パ
腫
・
結
腸
・
直
腸

が
ん
・
肺
が
ん
・
卵
巣
が
ん
）、
が
ん
化

学
療
法
に
よ
る
好
中
球
減
少
症
、
尋
常
性

乾
癬
・
乾
癬
性
関
節
炎
。
な
お
、
す
べ
て

の
バ
イ
オ
医
薬
品
に
バ
イ
オ
シ
ミ
ラ
ー
が

市
販
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
バ
イ
オ
シ
ミ
ラ
ー
が
市
販
さ
れ
て

い
て
も
患
者
さ
ん
や
疾
患
に
よ
っ
て
は
使

用
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
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保健師
活動報告

ス
ー
パ
ー
ス
マ
ー
ト
タ
ウ
ン

�

～
幸
せ
を
実
現
で
き
る
ま
ち
～ 

を
目
指
し
て

芳
賀
町
健
康
福
祉
課 

健
康
係
　
江え

守も
り  

真ま

樹き

◆
芳
賀
町
の
概
要

芳
賀
町
は
、
栃
木
県
の
南
東
部
に
位

置
し
、
東
は
市
貝
町
、
西
は
宇
都
宮

市
、
そ
し
て
南
は
真
岡
市
、
北
は
塩
谷

郡
高
根
沢
町
に
接
し
て
い
ま
す
。
町
の

ほ
ぼ
中
央
を
五
行
川
と
野
元
川
が
流
れ

て
お
り
、
中
央
部
に
県
内
で
代
表
的
な

米
ど
こ
ろ
と
し
て
知
ら
れ
る
水
田
地
帯

が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
果
樹
や
野
菜

類
を
は
じ
め
、
施
設
園
芸
・
畜
産
な
ど

の
都
市
近
郊
型
農
業
が
盛
ん
で
、
特
に

豊
水
な
ど
の
梨
は
、
町
を
代
表
す
る
特

産
品
で
県
内
有
数
の
生
産
地
と
し
て
有

名
で
す
。
町
に
は
芳
賀
工
業
団
地
と
芳

賀
・
高
根
沢
工
業
団
地
が
あ
り
、
高
度

な
技
術
を
有
す
る
企
業
や
研
究
所
な
ど

約
１
０
０
社
の
立
地
が
進
み
、
農
・
工
・

商
と
も
に
発
展
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
令
和
５
年
８
月
に
全
国
で
初

め
て
全
線
新
設
の
次
世
代
型
路
面
電
車

Ｌ
Ｒ
Ｔ
「
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
」
が
開
通
し

ま
し
た
。
宇
都
宮
駅
東
口
か
ら
芳
賀
・

高
根
沢
工
行
団
地
ま
で
を
結
び
、通
勤
・

通
学
で
利
用
す
る
他
、
休
日
に
は
町
外

か
ら
多
く
の
方
に
「
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
」

を
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

芳
賀
町
の
総
人
口
は
、
令
和
７
年
４

月
現
在
で
１
５
，
３
２
１
人
、
高
齢
化

率
33
・
１
％
と
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。

◆
芳
賀
町
の
健
康
課
題

町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
状
態
を
知
る

た
め
の
指
標
で
あ
る
「
健
康
寿
命
（
健

康
上
の
理
由
で
日
常
生
活
が
制
限
さ
れ

る
こ
と
な
く
生
活
で
き
る
期
間
）」
は
、

最
新
の
デ
ー
タ
（
令
和
４
年
）
で
は
、

男
性
７
８
・
９
６
歳
、
女
性
８
１
・
９
１

歳
と
女
性
は
県
内
ワ
ー
ス
ト
１
位
で
し

た
。
芳
賀
町
の
主
な
死
因
（
令
和
５

年
）
は
、
が
ん
が
19
・
２
％
、
心
疾
患

が
15
・
４
％
、
脳
血
管
疾
患
が
８
・
７
％

と
約
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。
特
定
健

診
受
診
率
は
55
・
１
％
（
令
和
５
年
）

と
県
内
１
位
の
受
診
率
で
す
が
、
血

糖
・
血
圧
・
脂
質
異
常
の
有
所
見
率
は

県
・
国
と
比
較
し
て
も
高
い
状
態
に
あ

り
、
メ
タ
ボ
該
当
者
も
多
い
状
態
で
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
誰
も
が
よ
り
長
く
元

気
に
活
躍
で
き
る
社
会
の
実
現
の
た
め

に
は
、
生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
・
重

症
化
予
防
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

ま
た
、
健
康
に
関
す
る
知
識
や
意
識
の

向
上
を
図
る
た
め
、
健
康
づ
く
り
事
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
健
康
へ
の
意

識
が
高
い
人
が
参
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、

よ
り
支
援
が
必
要
な
無
関
心
層
へ
の

対
策
が
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
健
康

寿
命
延
伸
の
た
め
に
も
、
無
関
心
層
を

含
め
た
予
防
・
健
康
づ
く
り
の
推
進
と
、

自
然
に
健
康
に
な
れ
る
環
境
づ
く
り
や

行
動
変
容
を
促
す
仕
組
み
づ
く
り
を
地

域
ぐ
る
み
で
推
進
で
き
る
環
境
が
必
要

で
す
。

◆
健
康
づ
く
り
事
業

芳
賀
町
で
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
、
安
心
し
て
快
適
に
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
、
多
様
な
幸
せ
を
実
現
で
き
る

ま
ち
「
ス
ー
パ
ー
ス
マ
ー
ト
タ
ウ
ン
」

の
実
現
を
目
指
し
、
様
々
な
健
康
づ
く

り
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

①
健
康
づ
く
り
モ
デ
ル
地
区
事
業

　
「
健
幸
塾
」

地
区
住
民
が
自
分
の
健
康
に
関
心
を

持
ち
、
健
康
づ
く
り
に
対
し
て
積
極
的

に
行
動
で
き
る
こ
と
、
地
域
の
つ
な
が

り
を
強
化
し
、
地
域
社
会
全
体
が
相
互

に
支
え
あ
い
な
が
ら
健
康
づ
く
り
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
に
大
字
自
治
会
の

協
力
を
得
て
、
平
成
29
年
度
か
ら
毎
年

新
規
地
区
を
２
～
３
地
区
選
定
し
、
町

内
全
地
区
で
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
１

地
区
２
年
間
の
ク
ー
ル
で
、
初
年
度
は

１
回
目
に
、
血
圧
・
体
組
成
・
血
管
年

齢
・
ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク
（
推
定
野
菜
摂
取

量
）
測
定
・
尿
中
塩
分
量
検
査
を
実
施

後
、
食
生
活
改
善
推
進
員
に
も
協
力
い

た
だ
き
、
管
理
栄
養
士
に
よ
る
バ
ラ
ン

ス
食
・
減
塩
の
ポ
イ
ン
ト
等
の
講
話
を

実
施
し
、
２
回
目
に
１
回
目
で
測
定
し

た
尿
中
塩
分
量
検
査
の
結
果
説
明
、
食

生
活
改
善
推
進
員
に
よ
る
適
塩
料
理
試

食
の
提
供
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
３
回

目
は
、
町
で
実
施
す
る
「
は
が
ま
る
健

康
ウ
ォ
ー
ク
」
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、八ツ木健幸塾
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運
動
の
実
践

を
行
い
ま
し

た
。
２
年
目

は
１
回
目
に

初
年
度
と
同

様
の
各
種
測

定
・
尿
中
塩

分
量
検
査
結

果
説
明
と
と

も
に
、
塩
分

を
減
ら
す
ポ
イ
ン
ト
や
サ
ル
コ
ペ
ニ

ア
・
フ
レ
イ
ル
予
防
に
つ
い
て
講
話
を

実
施
し
、
２
回
目
に
「
は
が
ま
る
健
康

ウ
ォ
ー
ク
」
に
参
加
し
て
い
だ
き
ま
し

た
。参

加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、「
減
塩
や

食
に
気
を
付
け
る
よ
う
に
な
っ
た
」、

「
運
動
し
よ
う
と
思
っ
た
」「
体
重
を
気

に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
健
幸
塾
に

参
加
し
て
健
康
に
関
し
て
意
識
や
行
動

が
変
化
し
た
か
と
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

約
８
割
の
方
が
変
化
し
た
と
回
答
し
て

い
ま
す
。

②
健
康
（
チ
ェ
ッ
ク
）
測
定
会

令
和
４
年
に
発
表
さ
れ
た
健
康
寿
命

で
芳
賀
町
男
性
が
ワ
ー
ス
ト
１
位
と

な
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
令
和
５
年
度

か
ら
の
３
年
間
を
「
健
康
づ
く
り
特
別

重
点
期
間
」
と
定
め
、
町
民
の
皆
さ
ん

が
健
康
に
関
心
を
持
つ
機
会
と
し
て
健

康
（
チ
ェ
ッ
ク
）
測
定
会
を
令
和
５
年

か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
が
利
用
し
や

す
い
よ
う
主
に
役
場
１
階
ホ
ー
ル
を
会

場
に
、
毎
月
19
日
の
食
育
の
日
前
後
で

実
施
し
て
い
ま
す
。

内
容
は
、
ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク
（
推
定

野
菜
摂
取
量
）、
血
管
年
齢
、
体
組
成
、

血
圧
測
定
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
９
月

の
健
康
増
進
普
及
月
間
で
は
、
通
常
メ

ニ
ュ
ー
に
加
え
、
骨
密
度
測
定
や
尿
中

塩
分
量
検
査
を
実
施
し
、
11
月
の
糖
尿

病
予
防
・
重
症
化
予
防
強
化
月
間
で
は
、

大
腸
が
ん
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
や
血
流
測
定

を
行
う
な
ど
、
よ
り
多
く
の
町
民
の
皆

様
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
メ

ニ
ュ
ー
を
多
様
化
し
て
実
施
し
て
い
ま

す
。
参
加
し
た
方
か
ら
は
、「
野
菜
を

多
く
食
べ
て
い
る
つ
も
り
だ
っ
た
け
ど
、

も
っ
と
食
べ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。」、「
血
管
年
齢
は
測
っ
た
こ

と
が
な
か
っ
た
の
で
、
参
考
に
な
っ
た
。

こ
れ
か
ら
の
食
事
や
運
動
に
気
を
付
け

た
い
。」
な
ど
、
前
向
き
な
声
が
多
く

聞
か
れ
て
い
ま
す
。

③
食
生
活
改
善
推
進
員
活
動

芳
賀
町
食
生
活
改
善
推
進
員
は
昭
和

61
年
に
発
足
し
、
今
年
で
40
周
年
を
迎

え
ま
す
。
現
在
50
名
の
会
員
さ
ん
が
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
研
修
で
学
ん

だ
こ
と
を
地
域
住
民
へ
伝
達
す
る
栄
養

教
室
を
全
地
区
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
町
民
の
皆
様
向
け
に
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
（
は
が
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
を
活
用

し
た
「
食
改
さ
ん
の
ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ

キ
ン
グ
」
を
放
送
し
、
こ
れ
ま
で
食
生

活
改
善
推
進
員
が
推
進
し
て
き
た
バ
ラ

ン
ス
の
良
い
地
域
食
材
を
活
用
し
た
メ

ニ
ュ
ー
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他

町
事
業
へ
の
協
力
と
し
て
、
１
歳
６
か

月
児
健
診
及
び
３
歳
児
健
診
で
の
お
や

つ
試
食
配
布
、
健
幸
塾
で
の
試
食
配
布
、

こ
ど
も
園
を
対
象
と
し
た
親
子
ク
ッ

キ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
町
民
祭

で
の
ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク
（
推
定
野
菜
摂
取

量
）
測
定
な
ど
、
様
々
な
事
業
を
展
開

し
て
お
り
、
令
和
６
年
度
は
２
２
５
回
、

１
８
１
０
人
に
対
し
て
活
動
し
ま
し
た
。

乳
幼
児
健
診
か
ら
介
護
予
防
ま
で
幅
広

く
活
動
し
、
地
域
住
民
か
ら
も
頼
ら
れ

る
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
こ
れ
か
ら
の
芳
賀
町

芳
賀
町
は
小
さ
い
町
で
す
が
、
資
源

豊
か
で
、
芳
賀
町
で
獲
れ
る
お
米
や
イ

チ
ゴ
・
梨
な
ど
お
い
し
い
も
の
も
た
く

さ
ん
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び

暮
ら
せ
る
こ
の
町
が
私
は
大
好
き
で
す
。

大
き
な
市
と
違
っ
て
、
社
会
資
源
が
一

部
限
ら
れ
て
は
い
ま
す
が
、
小
さ
な
町

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
乳
幼
児
か
ら
高
齢

者
ま
で
き
め
細
や
か
な
相
談
支
援
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
健
康
づ
く
り
は
、

一
人
で
は
継
続
す
る
こ
と
が
難
し
い
こ

と
も
、
家
族
や
仲
間
、
地
域
の
人
が
つ

な
が
る
こ
と
で
継
続
で
き
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
食
生
活
改
善
推
進
員
や
地
域

の
皆
様
と
連
携
し
な
が
ら
、
芳
賀
町
の

特
性
に
合
っ
た
健
康
づ
く
り
事
業
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
す
べ
て
の
町
民

の
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
。

はがまる健幸ウォーク

健康測定会町民祭

東小親子料理教室
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ただいまただいまただいまこくほこくほこくほ

最最最前前前線線線

【私の街自慢】　
矢板市は、那須連山を望む自然に囲まれた美しいまちです。四季折々の風景が楽しめ、

りんごやいちごなどの農産物が豊富な点や、八方ヶ原やおしらじの滝、良質な温泉など
観光資源も魅力です。自然と暮らしが調和する、ちょうどいい田舎がここにあります！

【趣味・特技】
趣味はスポーツ観戦、音楽を聴くことです。

【健康法・ストレス解消法】
健康法は運動をすることです。小学２年生から始めた野球を今でも続けています。
ストレス解消法は好きな音楽を聴いたり、おいしいものを食べたり好きなことをするこ

とです。

【国保事務を担当しての感想・意見など】
国保事務を担当して２年が経ちますが、制度の複雑さや丁寧な説明の重要性を実感して

います。住民一人ひとりの生活にかかわる業務だからこそ、その人に寄り添った対応を常
に心がけています。

【最近気になること】
最近気になることは、Mrs.GREEN APPLEです。次はどんな新曲がでるのか気になっ

ています！

好きなことで
気分爽快！

国保経験年数
２年４カ月

矢板市  健康増進課
国保医療担当

山
やま

口
ぐち

舞
まい

貴
き
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ただいまただいまただいまこくほこくほこくほ

最最最前前前線線線

【私の街自慢】　
高根沢町には、皇室の台所「宮内庁御料牧場」があり、これに象徴されるように、お米

や麦、大豆、イチゴ・ぶどう・梨などのおいしくて安全安心な農産物がたくさん生産され
ています。その中でも、令和元年度に行われた天皇陛下の皇位継承に伴う祭祀である「大
嘗祭」に本町から献上された「とちぎの星」は町の自慢です。

【趣味・特技】
家庭菜園を始めました。きゅうりやピーマンなどの夏野菜を子どもと一緒に育てていま

す。今から収穫が楽しみです。

【健康法・ストレス解消法】
好きなものを食べて、たくさん寝て、ストレスを溜めないように過ごすように心掛けて

います。

【国保事務を担当しての感想・意見など】
今年度から国保担当となり、まだまだ知識不足なため、先輩方にご指導いただきながら

事務を進めています。学ぶことが多いため、知識を日々身に付けていき、国保事務担当と
して、被保険者の方々に寄り添えるようにしたいと思います。

【最近気になること】
秋が近づいてきたので、新米が食卓に並ぶことを今から楽しみにしています。高根沢町

産の新米を多くの方にご賞味いただきたいです。

国保経験年数
4 か月

高根沢町  住民課
保険年金係

高根沢町の
お米は絶品です！

石
いし

原
はら

香
か

名
な

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」31



REPORT
リポート

研修会講師の飯島浩幸氏

研修会講師の高嶋秀樹氏

令
和
７
年
度
保
険
料（
税
）徴
収
事
務

担
当
者
研
修
会（
基
礎
編
）

令
和
７
年
７
月
30
日
（
水
）
本
会
９

階
大
会
議
室
に
お
い
て
、
国
民
健
康
保

険
税
の
徴
収
事
務
担
当
に
着
任
し
て
１

～
２
年
目
程
度
の
市
町
職
員
を
対
象
に

「
令
和
７
年
度
保
険
料
（
税
）
徴
収
事

務
担
当
者
研
修
会
（
基
礎
編
）」
が
開

催
さ
れ
、
市
町
徴
収
担
当
者
21
名
が
受

講
し
ま
し
ま
し
た
。

本
研
修
会
は
、
国
民
健
康
保
険
税
の

徴
収
事
務
に
従
事
し
て
い
る
市
町
の
初

任
担
当
者
が
、
徴
収
事
務
を
円
滑
に
進

め
て
い
く
う
え
で
の
基
礎
的
な
知
識
を

習
得
す
る
こ
と
で
、
国
民
健
康
保
険
税

の
収
納
率
向
上
を
目
指
す
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

研
修
会
の
講
師
に
は
、
特
定
非
営

利
活
動
法
人
ロ
ー
カ
ル
ガ
バ
メ
ン
ト
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
飯
島
浩
幸
氏
並
び
に

高
嶋
秀
樹
氏
を
迎
え
、「
国
民
健
康
保

険
税
滞
納
整
理
の
基
本
」、「
財
産
調
査

と
差
押
え
（
参
加
差
押
・
交
付
要
求
）」

と
題
し
、
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
高

嶋
氏
は
、「
納
税
の
あ
る
べ
き
姿
は
納

期
内
納
付
で
あ
り
、
滞
納
整
理
の
あ
る

べ
き
姿
は
現
年
度
分
の
年
度
内
整
理
で

あ
る
。
納
期
限
か
ら
遅
れ
れ
ば
遅
れ
る

ほ
ど
あ
る
べ
き
姿
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
し

ま
う
」
と
話
し
、
滞
納
に
対
し
て
の
早

期
着
手
・
早
期
処
分
の
重
要
性
を
主
張

し
ま
し
た
。

ま
た
、
飯
島
氏
か
ら
は
納
付
折
衝
の

取
り
組
み
方
や
注
意
点
に
関
す
る
内
容

に
つ
い
て
、
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

財
産
調
査
や
財
産
の
差
し
押
さ
え
、
公

売
な
ど
の
手
法
に
つ
い
て
、
自
身
の
豊

富
な
経
験
を
交
え
て
参
加
者
へ
説
明
し

ま
し
た
。

講
義
後
に
は
演
習
と
し
て
納
付
折
衝

の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

提
示
さ
れ
た
滞
納
事
例
に
つ
い
て
滞
納

者
・
市
町
職
員
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に

な
り
き
り
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
実
演
後
に
は
、
そ
の
様
子
を
観

察
し
た
別
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
感
想
を
発

表
す
る
か
た
ち
で
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

を
行
い
ま
し
た
。
本
演
習
で
は
参
加
者

全
員
が
役
に
な
り
き
り
、
白
熱
し
た
納

付
折
衝
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

総
評
と
し
て
高
嶋
氏
は
、
市
町
職
員

役
が
滞
納
者
役
の
不
当
な
要
求
を
聞
き

入
れ
ず
、
滞
納
額
の
一
括
請
求
の
姿
勢

を
崩
さ
ず
、
毅
然
と
し
た
態
度
で
対
応

し
て
い
た
点
を
評
価
し
ま
し
た
。

研
修
会
の
最
後
に
飯
島
氏
は
、「
大

変
な
業
務
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
楽
し
ん

で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
新
し

い
徴
収
方
法
や
滞
納
整
理
の
方
法
が
な

い
か
考
え
る
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

ほ
し
い
」
と
述
べ
参
加
者
を
激
励
し
ま

し
た
。

研
修
会
後
に
参
加
者
を
対
象
と
し
て

実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
ロ
ー
ル

プ
レ
イ
ン
グ
が
良
い
経
験
と
な
っ
た
」、

「
体
験
談
を
交
え
た
具
体
的
な
事
例
で

参
考
と
な
っ
た
」、「
他
市
町
の
考
え
、

意
見
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
」
な
ど
の
声
が
あ
が
り
、
参
加

者
に
と
っ
て
大
変
実
り
あ
る
研
修
会
と

な
り
ま
し
た
。
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第４回目は、那珂川町にある「鷲子山上神社」についてご紹介いた
します。
当神社は、天

あめのひわしのみこと

日鷲命という鳥の神様を祀っています。
古くからフクロウが神様の使いとして崇敬されており、境内には日本

最大級の大フクロウ像をはじめ、大
小のフクロウ像が随所に見られ、運
気や金運の上昇を願うパワースポッ
トとしても知られています。
また、大鳥居の中央を県境が通っ

ており、一つの神社が
栃木県茨城県両
県の文化財に指

定されている大変珍しい神社となっています。
筆者が参拝した日は、偶然にも「一粒万倍日」

で特別なお守りが販売されていました。
今回は限定の御朱印をいただきました。「五色

のフクロウ風鈴」が描かれており、涼しげで夏を
感じるデザインとなっていました。
栃木県内にはたくさんの社寺があります。参拝

の記念にいただく御朱印も社寺ごとにデザインが
異なり特別感があってワクワクします。
皆様もお近くの社寺を訪れ、神秘的な雰囲気に癒されてみてはいか

がでしょうか？

“御朱印でめぐる 栃木の社寺” では、栃木県内の社寺を参拝し、
御朱印と共にそのみどころや歴史についてご紹介いたします。

293

294

29
●

道の駅
みわ

茨城県側入口

烏帽子峠

伴睦峠

栃木県側出口

鷲子山上神社

― 所在地 ―
栃木県那須郡那珂川町矢又1948

《鷲子山上神社》

大フクロウ
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国保連合会からのお知らせ

国民健康保険のしくみや制度、給付内容等、被保険者に対し国民健康保険を啓発するパンフレッ
トを作成いたしました。各市町に配付済みです。本会ホームページのトップページ上にも掲載して
おりますので、是非ご確認ください。

特定健診受診率向上支援事業として、受診啓発用横断幕をJR宇都宮駅西口ペデストリアンデッ
キに掲出しました。（掲出期間：令和７年６月２日～令和７年７月31日まで）

被保険者啓発用パンフレット「わたしたちの国民健康保険」の
令和７年度版を作成配付しました

特定健診受診啓発用横断幕を掲出しました

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」 34
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編
集
後
記

４
月
か
ら
機
関
誌
「
栃
木
の
国
保
」
を

担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
１
年
間

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

次
号
以
降
も
読
者
の
皆
様
が
よ
り
一
層

興
味
を
惹
く
よ
う
な
機
関
誌
と
な
る
よ
う
、

日
々
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

機
関
誌
「
栃
木
の
国
保
」
で
は
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
選
手
へ
の
取
材
記
事
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
ア
ス
リ
ー
ト
が
日
々
行
っ
て
い

る
健
康
法
や
心
構
え
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
是
非
ご
一
読
い
た
だ
き
、
健

康
づ
く
り
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど
も
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、「
栃
木
の
国
保
」

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
T
・
O
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国保税口座振替勧奨ポスター

ミニのぼり旗

ウェットティッシュ

国保税の口座振替納付促進を図るため、国保税口座振替勧奨ポスターを作成いたしました。各市
町に配付済みです。本会ホームページのトップページ上にも掲載しておりますので、是非ご確認く
ださい。

また、国保税口座振替納付促進啓発グッズとして、ウェットティッシュ及びミニのぼり旗を作成
いたしました。各市町に配付済みです。ご活用ください。

国保税口座振替納付促進キャンペーン（強化期間）を実施し
各種広報物を作成配布しました
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